
学会発表に関する一覧表

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日

三好潤，戸嶋隆太，森久保拓，松岡克善，

松浦稔，田村哲嗣，久松理一 

機械学習を用いた潰瘍性大腸炎におけ

るウステキヌマブの有効性予測ツール

の探索コアシンポジウム 3 炎症性消化

管疾患の最前線 【本邦の treat to 

target確立を目指して】 

第 19回日本消化管学会

総会学術集会 

京王プラザ

ホテル＆Web

2023年 2 月 3-5 日 

三井達也，林田真理，藤麻武志，荻原良

太，森久保拓，徳永創太郎，箕輪慎太郎，

三浦みき，齋藤大祐，三好潤，松浦稔，久

松理一 

当院におけるクローン病初回診断時に

おける小腸カプセル内視鏡検査の現状

について 

シンポジウム 1「炎症性腸疾患へのカ

プセル内視鏡の果たすべき役割—診断

と治療より」

第 16回日本カプセル内

視鏡学会学術集会 

京王プラザ

ホテル＆Web

2023年 2 月 5日 

三井達也，林田真理，三好潤，松浦稔，久

松理一 

クローン病の診断およびモニタリング

における小腸カプセル内視鏡の有用性

についての検討

主題 2「もっと使える IBD 診療におけ

る内視鏡」

第 115 回日本消化器内視

鏡学会関東支部例会 

シェーンバ

ッハ・サボ

ー&ハイブリ

ッド開催 

2022年 12月 10 日 

久松理一 特別企画１ -半世紀を迎えた難病研究

班の現在, 過去, 未来 

久松班(2020-2022)総括および今の研

究班に求められているもの 

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

梅田サウス

ホール

2022年 11月 25-26 日 

久松理一, Bruce E. Sands, David T. 

Rubin, Gary R. Lichtenstein, Nicole 

Shipitofsky, Kuan-Hsiang G. Huang, 

Matthew Germinaro, Rebbecca Wilson, 

Hongyan Zhang, 永坂真也, G. Aaron 

DuVall, Qian Cao, Jessica R. 

Allegretti, Brian G. Feagan, Laurent 

Peyrin-Biroulet, Julián Panés, Axel 

Dignass, Brian Bressler.  

中等症から重症の潰瘍性大腸炎に対す

るグセルクマブの導入療法の有効性と

安全性：QUASAR 導入試験 1 

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

梅田サウス

ホール

2022年 11月 25-26 日 

久松理一, Remo Panaccione, David T. 

Rubin, Bruce E. Sands, Walter 

Reinisch, Geert D’Haens, Julián 

Panés, Susana Gonzalez, Kathleen 

Weisel, Aparna Sahoo, Mary Ellen 

Frustaci, Zijiang Yang, 永坂真也, 

William J. Sandborn, Anita Afzali, 

Silvio Danese, Jane M. Andrews, Brian 

G. Feagan on behalf of the GALAXI 1

investigators.

中等症から重症のクローン病に対する

グセルクマブの維持療法の有効性と安

全性：GALAXI 1 試験 

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

梅田サウス

ホール

2022年 11月 25-26 日 

仲瀬裕志，佐藤真弘，新山勇人，久松理一 中等症から重症のクローン病に対する

ウパダシチニブの第 3相導入療法試

験：全体集団と日本人集団の結果

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

梅田サウス

ホール

2022年 11月 25-26 日 

杉本健，村越かおる，大野浩太，久松理一 クローン病患者におけるリサンキズマ

ブの有効性：生物学的製剤無効歴及び

疾患部位別の第 3 相部分集団解析

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

梅田サウス

ホール

2022年 11月 25-26 日 

角田洋一，村越かおる，大野浩太，久松理

一  

リサンキズマブはクローン病患者の内

視鏡所見を持続的に改善し、炎症性バ

イオマーカーを正常化する

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

梅田サウス

ホール

2022年 11月 25-26 日 

K Matsuoka, S Motoya, T Yamamoto, M 

Matsuura, T Fujii, S Shinzaki, Y 

Mikami, S Arai, J Oshima, Y Endo, H 

Yuasa, M Hoshi, T Hisamatsu.  

Post-marketing surveillance of 

tofacitinib in patients with 

ulcerative colitis in Japan: an 

updated interim report of safety 

data 

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

梅田サウス

ホール

2022年 11月 25-26 日 

藤麻武志，松浦稔，森久保拓，荻原良太，

德永創太郎，箕輪慎太郎，三井達也，三浦

みき，齋藤大祐，林田真理，三好潤，久松

理一 

発症早期の炎症性腸疾患患者における

腸管外合併症の臨床的特徴 

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

梅田サウス

ホール

2022年 11月 25-26 日 

小林拓，日比紀文，松岡克善，渡辺守，久

松理一，平井郁仁，Trevor Lissoos，

Xingyuan Li，Vipin Arora，石塚智子，里

井洋一，Catherine Milch，Geert D’

Haens，Bruce E. Sands  

Mirikizumab（抗 IL-23p19 抗体）の日

本人を含む潰瘍性大腸炎患者での第 3

相寛解導入試験 

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

梅田サウス

ホール

2022年 11月 25-26 日 
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小林拓，日比紀文，松岡克善，渡辺守，久

松理一，平井郁仁，Kathy Krueger，

Trevor Lissoos，Nathan Morris，Vipin 

Arora，石塚智子，里井洋一，Catherine 

Milch，Marla C. Dubinsky，Bruce E. 

Sands.  

Mirikizumab（抗 IL-23p19 抗体）の日

本人を含む潰瘍性大腸炎患者での第 3

相維持療法試験 

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

梅田サウス

ホール

2022年 11月 25-26 日 

久松理一 「クローン病小腸病変の診断・治療・

モニタリング」

ランチョンセミナー２

第 60回日本小腸学会学

術集会 

ANAクラウン

プラザホテ

ル広島

2022年 11月 12 日 

關里和，林田真理，三好潤，松浦稔，櫻井

裕之，久松理一 

CEAS における変異 SLCO2A1トランスポ

ーターの機能解析 

主題セッション 5 基礎研究から紐解

く小腸疾患の病態生理 

第 60回日本小腸学会学

術集会 

ANAクラウン

プラザホテ

ル広島

2022年 11月 12 日 

長沼誠，国崎玲子，久松理一 多施設コホート研究による潰瘍性大腸

炎入院例に対する各種治療法の評価 

統合プログラム 1（PD） 

JDDW2022 福岡国際会

議場 

2022年 10月 27-30 日 

三好潤，森久保拓，久松理一 機械学習を用いた潰瘍性大腸炎におけ

るウステキヌマブの有効性予測 

ワークショップ 6：IBD 病態を踏まえ

た今後の治療ストラテジー

JDDW2022 福岡国際会

議場 

2022年 10月 27-30 日 

久松理一，村越かおる，大野浩太，仲瀬裕

志 

クロ―ン病患者を対象としたリサンキ

ズマブの Phase3 維持療法試験:

全体集団と日本人部分集団の結果

デジタルポスター

JDDW2022 福岡国際会

議場 

2022年 10月 27-30 日 

仲瀬裕志，佐藤真弘，池田公俊，久松理一 潰瘍性大腸炎に対するウパダシチニブ

の維持療法 

JDDW2022 福岡国際会

議場 

2022年 10月 27-30 日 

久松理一 潰瘍性大腸炎の薬物治療について ～

ウステキヌマブのリアルワールドエク

スペリエンス～

モーニングセミナー

第 53回日本消化吸収学

会総会 

シェーンバ

ッハ・サボ

ー 

2022年 10月 22 日 

西成田悠，三好潤，和田晴香，小栗典明，

黒沼智，日比則孝， 

竹内修，松浦稔，小林拓，秋元義弘，日比

紀文，久松理一 

幼少期における腸管微生物叢成立と宿

主免疫発達の特徴 

第 50回日本臨床免疫学

会総会 

都ホテル東

京&Web 

2022年 10月 13-14 日 

久松理一 5-ASA の作用機序を再考する．〜腸内

細菌叢の関与も含めて〜

モーニングセミナー

第 59回日本消化器免疫

学会総会 

大阪国際会

議場 & Web 

2022年 7 月 28-29 日 

西成田悠，三好潤，和田晴香，小栗典明，

黒沼智，日比則孝，竹内修，松浦稔，小林

拓，秋元義弘，日比紀文，久松理一 

幼少期における腸管微生物叢成立と宿

主免疫発達の特徴 

第 59回日本消化器免疫

学会総会 

大阪国際会

議場 & Web 

2022年 7 月 28-29 日 

斎藤大祐，松浦稔，藤麻武志，荻原良太，

森久保拓，徳永創太郎，箕輪慎太郎，三井

達也，三浦みき，林田真理，三好潤，久松

理一 

当院における高齢化および高齢発症潰

瘍性大腸炎患者の臨床的特徴に関する

検討 

シンポジウム 4

第 24回日本高齢消化器

病学会  

からすま京

都ホテル 

2022年 7 月 15-16 日 

久松理一 潰瘍性大腸炎における Vedolizumab の

ポテンシャル～自施設の成績も含めて

～ 

第 119 回日本消化器病学

会九州支部例会 

第 113 回日本消化器内視

鏡学会九州支部例会 

佐賀 グラ

ンデはがく

れ

2022年 6 月 24 日 

森久保拓，斎藤大祐，三好潤，松浦稔，久

松理一 

パネルディスカッション２ 炎症性腸

疾患の診断・治療における内視鏡の役

割 

潰瘍性大腸炎における Ustekinumab 治

療による内視鏡的寛解に関連する臨床

的因子の検討 

第 114 回日本消化器内視

鏡学会関東支部例会 

シェーンバ

ッハ・サボ

ー & Web

2022年 6 月 11-12 日 

久松理一 サテライトセミナー２ 大腸内視鏡診

療における LCIの有用性

LCIを用いた潰瘍性大腸炎の内視鏡観

察と評価

第 114 回日本消化器内視

鏡学会関東支部例会 

シェーンバ

ッハ・サボ

ー & Web

2022年 6 月 11-12 日 

齋藤大祐，平井郁仁，久松理一 Linked color imaging による潰瘍性大

腸炎内視鏡観察 〜組織所見を反映す

る内視鏡評価スケールの確立（SOUL 

Study）〜 

第 103 回日本内視鏡学会

総会 

国立京都国

際会館 & 

Web 

2022年 5 月 13-15 日 
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三好潤，和田晴香，久松理一 5-アミノサリチル酸の抗炎症作用機序

における腸管微生物叢の関与

ワークショップ 1：マイクロバイオー

ム解析による消化器疾患の病態解明と

応用

第 108 回日本消化器病学

会総会 

京王プラザ

ホテル& Web

2022年 4 月 21-23 日 

齋藤大祐，松浦稔，久松理一 潰瘍性大腸炎患者に対する

Vedolizumab 治療による内視鏡的寛解

の予測因子と長期経過に関する検討 

パネルディスカッション 3 ：炎症性腸

疾患の病態からみた診療を考える 

第 108 回日本消化器病学

会総会 

京王プラザ

ホテル& Web

2022年 4 月 21-23 日 

久松理一，村越かおる，大野浩太，仲瀬裕

志 

中等症から重症のクローン病患者に対

するリサンキズマブ導入療法： 

国際共同第 3 相導入療法試験

（ADVANCE）における全体集団及び日

本人部分集団の結果 

第 108 回日本消化器病学

会総会 

京王プラザ

ホテル& Web

2022年 4 月 21-23 日 

藤井俊光，村越かおる，大野浩太，久松理

一 

中等症から重症のクローン病患者に対

するリサンキズマブ導入療法による内

視鏡的寛解/改善の効果：国際共同第 3

相導入療法試験（ADVANCE） 

第 108 回日本消化器病学

会総会 

京王プラザ

ホテル& Web

2022年 4 月 21-23 日 

本谷聡、村越かおる、大野浩太、久松理一 中等症から重症のクローン病患者に対

するリサンキズマブ導入療法による早

期臨床的寛解/改善の効果：国際共同

第 3 相導入療法試験（ADVANCE） 

第 108 回日本消化器病学

会総会 

京王プラザ

ホテル& Web

2022年 4 月 21-23 日 

杉本健，村越かおる，大野浩太，久松理一 クローン病患者の Patient-Reported

Outcome に対するリサンキズマブの効

果：国際共同第 3 相導入療法試験

（ADVANCE）

第 108 回日本消化器病学

会総会 

京王プラザ

ホテル& Web

2022年 4 月 21-23 日 

仲瀬裕志，佐藤真弘，池田公俊，久松理一 中等症から重症の活動性潰瘍性大腸炎

患者におけるウパダシチニブ導入療法

の有効性及び安全性： 

全体集団及び日本人集団の結果 

第 108 回日本消化器病学

会総会 

京王プラザ

ホテル& Web

2022年 4 月 21-23 日 

徳永創太郎，松浦稔，齋藤大祐，箕輪慎太

郎，三井達也，久松理一 

腸閉塞を繰り返す非特異性多発性小腸

潰瘍症の小腸狭窄に対して内視鏡的拡

張術を施行した一例 

第 1 回 Interventional 

IBD研究会 “IBD診療

における消化器内視鏡の

可能性を探る” 

京王プラザ

ホテル

2022年 4 月 23 日 

久松理一 分子標的治療薬登場による炎症性腸疾

患診療のパラダイムシフト 

シンポジウム 3：分子標的薬が変える

内科学

第 119 回日本内科学会講

演会 

京都市勧業

館・ローム

シアター京

都＆Web 配信 

2022年 4 月 15-17 日 

Wada H, Miyoshi J, Kuronuma S, Hibi N, 

Nishinarita Y, Oguri N, Matsuura M, 

Takeuchi O, Kobayashi T, Akimoto Y, 

Hibi T, Hisamatsu T.  

Impacts of 5-aminosalicylic acid 

on the intestinal microbiota 

leading to the anti-inflammatory 

effect 

18th Congress of ECCO Copenhagen, 

Denmark 

Mar 1-4, 2023 

Hisamatsu T, Kim H.J, Motoya S, Suzuki 

Y, Ohnishi Y, Marano C, Imai Y, 

Saadoun C, Zhuo J, Kawamura S.  

Efficacy and safety of ustekinumab 

for Ulcerative Colitis through 4 

years in Asian patients: Final 

results from the sub-population of 

UNIFI long-term extension 

18th Congress of ECCO Copenhagen, 

Denmark 

Mar 1-4, 2023 

Saito D, Hirai F, Uchiyama K, Takagi 

T, Naito Y, Takatsu N, Tanabe H, 

Kishimoto M, Matsuura M, Miyoshi J, 

Watanabe K, Esaki M, Naganuma M, 

Hisamatsu T.  

A new endoscopic scoring system 

corresponding to histological 

healing using linked color imaging 

in ulcerative colitis: SOUL study 

18th Congress of ECCO Copenhagen, 

Denmark 

Mar 1-4, 2023 

Miyoshi J, Morikubo H, Yonezawa H, 

Kimura Y, Moue C, Komatsu H, Matsuura 

M, Hisamatsu T.  

Predicting the middle-term 

efficacy of molecular-targeted 

medications for Ulcerative Colitis 

based on the intestinal ultrasound 

findings. 

18th Congress of ECCO Copenhagen, 

Denmark 

Mar 1-4, 2023 

Matsuoka K, Katsumasa N, Murata Y, 

Hisamatsu T.  

Symptom Improvement of ulceRative 

colitis after an Injection dose of 

Ustekinumab in Japanese clinical 

practice, measured using patient-

reported outcomes (SIRIUS) study, 

Interim Analysis 

18th Congress of ECCO Copenhagen, 

Denmark 

Mar 1-4, 2023 

Umeno J, Fuyuno Y, Torisu T, Matsuno 

Y, Esaki M, Yanai S, Ohmiya N, 

Hisamatsu T, Watanabe K, Hosoe N, 

Ogata H, Hirai F, Hisabe T, Matsui T, 

Kitazono T, Matsumoto T.  

Clinical features of chronic 

enteropathy associated with 

SLCO2A1 gene 

18th Congress of ECCO Copenhagen, 

Denmark 

Mar 1-4, 2023 
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Peyrin-Biroulet L, Louis E, Hisamatsu 

T, Jamoul C, Santermans E, Harris K, 

de Haas A, Oortwijn A, Feagan B.  

Factors associated with partial 

Mayo Clinic Score over time in 

patients with Ulcerative Colitis 

treated with filgotinib in the 

phase 2b/3 SELECTION trial 

18th Congress of ECCO Copenhagen, 

Denmark 

Mar 1-4, 2023 

shinzaki S, Matsuoka K, Fujii T, 

Okamoto R, Yamada A, Kunisaki R, 

Matsuura M, Watanabe K, Shiga H, 

Takatsu N, Bamba S, Mikami Y, Yamamoto 

T, Shimoyama T, Motoya S, Torisu T, 

Kobayashi T, Ohmiya N, Saruta M, 

Matsuda K, Matsumoto T, Nakase H, 

Maemoto A, Murata Y, Yoshigoe S, 

Tsuchiya H, Hisamatsu T.  

Disease activity and treatment 

patterns of newly diagnosed adult 

patients with Crohn's disease in 

Japan: Interim analysis of 

inception cohort registry study of 

patients with Crohn's disease 

(iCREST-CD) 

18th Congress of ECCO Copenhagen, 

Denmark 

Mar 1-4, 2023 

D'Haens G, Afzali A, Filip R, Rolim A, 

Terry N.A., Salese L, Sahoo A, 

Frustaci M.E, Yang Z, Andrews J.M, 

Danese S, Hisamatsu T.  

Corticosteroid-free clinical 

remission rates with guselkumab 

maintenance therapy in patients 

with moderately to severely active 

Crohn’s disease: Week 48 analyses 

from the phase 2 GALAXI 1 study 

18th Congress of ECCO Copenhagen, 

Denmark 

Mar 1-4, 2023 

Saito D, Hirai F, Uchiyama K, Takagi 

T, Naito Y, Takatsu N, Tanabe H, 

Kishimoto M, Matsuura M, Miyoshi J, 

Watanabe K, Esaki M, Naganuma M, 

Hisamatsu T.  

A new endoscopic scoring system 

corresponding to histological 

healing using linked color imaging 

in ulcerative colitis  (SOUL 

study)  

The 16th IGICS 

(International 

Gastrointestinal 

Consensus Symposium), 

Tokyo Feb 4, 2023, Tokyo 

David T Rubin, Jessica R Allegretti, 

Bruce E Sands, Kuan-Hsiang G. Huang, 

Mary Kavalam, Matthew Germinaro, 

Rebbecca Wilson, Hongyan Zhang, Emese 

Mihály, Tadakazu Hisamatsu, Axel 

Dignass, Julián Panés on behalf of the 

QUASAR Investigators.  

The Effect of Guselkumab Induction 

Therapy In Patients With 

Moderately To Severely Active 

Ulcerative Colitis: QUASAR Phase 

2b Induction Results at Week 12 by 

Prior Inadequate Response or 

Intolerance to Advanced Therapy 

Oral presentation 

American College of 

Gastroenterology, 

Charlotte October 21-25, 2022 

L. Peyrin-Biroulet, A. Dignass, W.J.

Sandborn, K.G. Huang, M. Germinaro, R. 

Wilson, H. Zhang, B. Chen, M. Chen, T. 

Hisamatsu, B.G. Feagan, J. Panés, G.R. 

Lichtenstein on behalf of the QUASAR

Investigators

The Effect of Guselkumab Induction 

Therapy on Inflammatory Biomarkers 

In Patients With Moderately To 

Severely Active Ulcerative 

Colitis: QUASAR Phase 2b Induction 

Results Through Week 12 

American College of 

Gastroenterology, 

Charlotte October 21-25, 2022 

David T. Rubin, Bruce E. Sands, Remo 

Panaccione, Chenglong Han, Kathleen 

Weisel, Mary Ellen Frustaci, Zijiang 

Yang, Aparna Sahoo, Anita Afzali, Jane 

M. Andrews, Silvio Danese, Tadakazu

Hisamatsu, Brian G. Feagan, Julián

Panés, Walter Reinisch, William J.

Sandborn, Geert D’Haens on behalf of

the GALAXI 1 Investigators.

Health-related Quality of Life 

With Guselkumab Induction and 

Maintenance Therapy as Measured by 

PROMIS-29: Results Through Week 48 

of Phase 2 GALAXI 1 Study 

American College of 

Gastroenterology, 

Charlotte October 21-25, 2022 

Bruce E. Sands, David T. Rubin, Gary 

R. Lichtenstein, Nicole Shipitofsky,

Kuan-Hsiang G. Huang, Matthew

Germinaro, Rebbecca Wilson, Hongyan

Zhang, G. Aaron DuVall, Qian Cao,

Jessica R. Allegretti, Brian G.

Feagan, Laurent Peyrin-Biroulet,

Tadakazu Hisamatsu, Julián Panés, Axel

Dignass, Brian Bressler.

QUASAR Induction Study 1 

Cumulative Response to Guselkumab 

in Patients With Moderately to 

Severely Active Ulcerative Colitis 

American College of 

Gastroenterology, 

Charlotte October 21-25, 2022 

Gary R. Lichtenstein, Axel Dignass, 

William J. Sandborn, Kuan-Hsiang G. 

Huang, Matthew Germinaro, Rebbecca 

Wilson, Hongyan Zhang, Baili Chen, 

Minhu Chen, Tadakazu Hisamatsu, Brian 

G. Feagan, Julián Panés, Laurent

Peyrin-Biroulet on behalf of the

QUASAR Investigators.

The Effect of Guselkumab Induction 

Therapy on Inflammatory Biomarkers 

In Patients With Moderately To 

Severely Active Ulcerative 

Colitis: QUASAR Phase 2b Induction 

Results Through Week 12 

American College of 

Gastroenterology, 

Charlotte October 21-25, 2022 

Simon Travis, Toshifumi Hibi, Tadakazu 

Hisamatsu, Deborah Fisher, Mingyang 

Shan, Theresa Hunter Gibble, David T. 

Rubin.  

Effect of Mirikizumab on Bowel 

Urgency Clinically Meaningful 

Improvement and Remission: Results 

From the Phase 3 LUCENT Induction 

and Maintenance Studies 

UEGW  2022 Vienna & 

Virtual 

Oct 8-11, 2022 
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発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
Edouard Louis, Brian Feagan, Tadakazu 

Hisamatsu, Virginia Taliadouros, Rob 

Jongen, Alessandra Oortwijn, Carole 

Van der Donckt and Laurent Peyrin-

Biroulet.  

Use of faecal calprotectin as a 

prognostic marker of response to 

treatment with filgotinib: post 

hoc analysis from the SELECTION 

study 

UEGW  2022 Vienna & 

Virtual 

Oct 8-11, 2022 

Brian Feagan, Laurent Peyrin-Biroulet, 

Edouard Louis, Virginia Taliadouros, 

Franck-Olivier Le Brun, Alessandra 

Oortwijn, Haridarshan Patel, Angela de 

Haas and Tadakazu Hisamatsu.  

Predictors of response to 

filgotinib in ulcerative colitis: 

post hoc analysis from the 

SELECTION study 

UEGW  2022 Vienna & 

Virtual 

Oct 8-11, 2022 

Geert D’Haens, Bruce E. Sands, Remo 

Panaccione, Chenglong Han, Kathleen 

Weisel, Mary Ellen Frustaci, Zijiang 

Yang, Aparna Sahoo, Anita Afzali, Jane 

M. Andrews, Silvio Danese, Tadakazu 

Hisamatsu, Brian G. Feagan, Julián 

Panés, Walter Reinisch, William J. 

Sandborn, David T. Rubin on behalf of 

the GALAXI 1 Investigators.  

Health-related Quality of Life 

With Guselkumab Induction and 

Maintenance Therapy as Measured by 

PROMIS-29: Results Through Week 48 

of Phase 2 GALAXI 1 Study. 

UEGW  2022 Vienna & 

Virtual 

Oct 8-11, 2022 

Julián Panés, Jessica R Allegretti, 

Bruce E Sands, Kuan-Hsiang G. Huang, 

Mary Kavalam, Matthew Germinaro,  

Rebbecca Wilson, Hongyan Zhang, Emese 

Mihály, Tadakazu Hisamatsu, Axel 

Dignass, David T Rubin on behalf of 

the QUASAR Investigators.  

The Effect of Guselkumab Induction 

Therapy In Patients With 

Moderately To Severely Active 

Ulcerative Colitis: QUASAR Phase 

2b Induction Results at Week 12 by 

Prior Inadequate Response or 

Intolerance to Advanced Therapy 

UEGW  2022 Vienna & 

Virtual 

Oct 8-11, 2022 

Geert D’Haens, Bruce E. Sands, Remo 

Panaccione, Chenglong Han, Kathleen 

Weisel, Mary Ellen Frustaci, Zijiang 

Yang, Aparna Sahoo, Anita Afzali, Jane 

M. Andrews, Silvio Danese, Tadakazu 

Hisamatsu, Brian G. Feagan, Julián 

Panés, Walter Reinisch, William J. 

Sandborn, David T. Rubin on behalf of 

the GALAXI 1 Investigators.  

Health-related Quality of Life 

With Guselkumab Induction and 

Maintenance Therapy as Measured by 

PROMIS-29: Results Through Week 48 

of Phase 2 GALAXI 1 Study. 

UEGW  2022 Vienna & 

Virtual 

Oct 8-11, 2022 

Laurent Peyrin-Biroulet, Axel Dignass, 

William J. Sandborn, Kuan-Hsiang G. 

Huang, Matthew Germinaro, Rebbecca 

Wilson, Hongyan Zhang, Baili Chen, 

Minhu Chen, Tadakazu Hisamatsu, Brian 

G. Feagan, Julián Panés, Gary R. 

Lichtenstein on behalf of the QUASAR 

Investigators.  

The Effect of Guselkumab Induction 

Therapy on Inflammatory Biomarkers 

In Patients With Moderately To 

Severely Active Ulcerative 

Colitis: QUASAR Phase 2b Induction 

Results Through Week 12 

UEGW  2022 Vienna & 

Virtual 

Oct 8-11, 2022 

Geert D’Haens, Remo Panaccione, 

Julian Panés, Tadakazu Hisamatsu, 

Peter Bossuyt, Silvio Danese, Ezequiel 

Neimark, Alexandra Song, Xiaomei Liao, 

Kori Wallace, Javier Zambrano, W 

Rachel Duan, Kristina Kligys, and 

Marla Dubinsky  

52-WEEKS RISANKIZUMAB SUBCUTANEOUS 

MAINTENANCE DOSING IS EFFICACIOUS 

AND WELL TOLERATED IN PATIENTS 

WITH MODERATE TO SEVERE CROHN’S 

DISEASE WHO HAD DELAYED RESPONSE 

TO 12-WEEKS IV RISANKIZUMAB 

INDUCTION 

UEGW  2022 Vienna & 

Virtual 

Oct 8-11, 2022 

T. Hisamatsu, H. J. Kim, S. Motoya, Y. 

Suzuki, Y. Ohnishi, C. Marano, Y. 

Imai, C. Saadoun, J. Zhuo, S. 

Kawamura.  

EFFICACY AND SAFETY OF USTEKINUMAB 

IN ASIAN PATIENTS WITH MODERATELY 

TO SEVERELY ACTIVE ULCERATIVE 

COLITIS: A SUBPOPULATION ANALYSIS 

OF UNIFI LONG-TERM EXTENSION 

THROUGH 3 YEARS 

UEGW  2022 Vienna & 

Virtual 

Oct 8-11, 2022 

Silvio Danese, Remo Panaccione, David 

T. Rubin, Bruce E. Sands, Walter 

Reinisch, Geert D’Haens, Julián 

Panés, Susana Gonzalez, Kathleen 

Weisel, Aparna Sahoo, Mary Ellen 

Frustaci8, Zijiang Yang, William J. 

Sandborn, Anita Afzali, Tadakazu 

Hisamatsu, Jane M. Andrews, Brian G. 

Feagan  

Efficacy and safety of guselkumab 

maintenance therapy in moderately-

to-severely active Crohn7s disease 

(CD) patients: Week 48 analyses 

from GALAXI-1 Study 

Oral 

 

The 10th Asian 

Organization for 

Crohn’s and Colitis, 

Japan - 

Virtual 

Jun 16-18, 2022 

Naganuma M, Kunisaki R, Yamaoto S, 

Matsuoka K, Saito D, Kawamoto A, Nanki 

K, Hokari R, Shiga H, Kobayashi T, 

Hisamatsu T. 

 

The efficacy of calcinurin 

inhibitor, bioligics, and JAK 

inhibitor in hospitalized patients 

with acute severe ulcerative 

colitis 

The 10th Asian 

Organization for 

Crohn’s and Colitis, 

Japan - 

Virtual 

Jun 16-18, 2022 
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発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
Haruka Wada, Jun Miyoshi, Satoshi 

Kuronuma, Noritaka Hibi, Yuu 

Nishinarita, Noriaki, Oguri, Minoru 

Matsuura, Osamu Takeuchi, Taku 

Kobayashi, Yoshihiro Akimoto, 

Toshifumi Hibi, Tadakazu Hisamatsu  

Impacts of 5-aminosalicylic acid 

on the intestinal microbiota and 

the anti-inflammatory effect 

The 10th Asian 

Organization for 

Crohn’s and Colitis, 

Japan - 

Virtual 

Jun 16-18, 2022 

Tadakazu Hisamatsu 

 

Best evidence to answer the 

clinical question of GMA treatment 

for ulcerative colitis 

The 10th Asian 

Organization for 

Crohn’s and Colitis, 

Japan - 

Virtual 

Jun 16-18, 2022 

Yuki Hayashi, Hiroshi Nakase, Daisuke 

Hirayama, Takayuki Matsumoto, Minoru 

Matsuura, Hideki Iijima, Katsuyoshi 

Matsuoka, Naoki Ohmiya, Shunji 

Ishihara, Fumihito Hirai, Tadakazu 

Hisamatsu.  

INTERIM ANALYSIS OF A MULTICENTER 

REGISTRY STUDY OF COVID-19 

INFECTED PATIENTS WITH 

INFLAMMATORY BOWEL DISEASE IN 

JAPAN (J-COSMOS). 

 

Digestive Disease Week 

2022 

San Diego & 

Virtual 

May 21-24, 2022 

Remo Panaccione, David T. Rubin, Bruce 

E. Sands, Walter Reinisch, Geert D’

Haens, Julian Panés, Susana Gonzalez, 

Kathleen Weisel, Aparna Sahoo, Mary 

Ellen . Frustaci, Zijiang Yang, 

William J. Sandborn, Anita Afzali, 

Tadakazu Hisamatsu, Silvio Danese, 

Jane M. Andrews, Brian G. Feagan.  

EFFICACY AND SAFETY OF GUSELKUMAB 

MAINTENANCE THERAPY IN PATIENTS 

WITH MODERATELY TO SEVERELY ACTIVE 

CROHN’S DISEASE: WEEK 48 ANALYSES 

FROM THE PHASE 2 GALAXI 1 STUDY 

Digestive Disease Week 

2022 

San Diego & 

Virtual 

May 21-24, 2022 

Jessica R. Allegretti, David T. Rubin, 

Brian Bressler, Kuan-Hsiang Gary 

Huang, Nicole Shipitofsky, Matthew 

Germinaro, Hongyan Zhang, Jewel 

Johanns, Brian G. Feagan, William J. 

Sandborn, Bruce E. Sands, Tadakazu 

Hisamatsu, Gary Roth Lichtenstein, 

Julian Panés, Axel Dignass.  

THE EFFICACY AND SAFETY OF 

GUSELKUMAB INDUCTION THERAPY IN 

PATIENTS WITH MODERATELY TO 

SEVERELY ACTIVE ULCERATIVE 

COLITIS: PHASE 2B QUASAR STUDY 

RESULTS THROUGH WEEK 12 

Digestive Disease Week 

2022 

San Diego & 

Virtual 

May 21-24, 2022 

Raja Atreya, Brian G. Feagan, Oksana 

Shchukina, Vipul Jairath, Florian 

Rieder, Tadakazu Hisamatsu, Britta 

Siegmund, Joanne Rizzo, Kristina 

Kligys, Ezequiel Neimark, Alexandra P. 

Song, Javier A. Zambrano, Madhuja 

Mallick, Erica Cheng, Alessandro 

Armuzzi.  

NORMALISATION OF BIOMARKERS AND 

IMPROVEMENT IN CLINICAL OUTCOMES 

IN PATIENTS WITH CROHN’S DISEASE 

TREATED WITH RISANKIZUMAB IN THE 

PHASE 3 ADVANCE, MOTIVATE, AND 

FORTIFY STUDIES 

Digestive Disease Week 

2022 

San Diego & 

Virtual 

May 21-24, 2022 

Kohei Wagatsuma, Hiroshi Nakase, 

Masanori Nojima, Takayuki Matsumoto, 

Katsuyoshi Matsuoka, Minoru Matsuura, 

Naoki Ohmiya, Hideki Iijima, Shunji 

Ishihara, Fumihito Hirai, Tadakazu 

Hisamatsu.  

A MULTICENTER, OBSERVATIONAL STUDY 

OF A QUESTIONNAIRE SURVEY ON 

ANXIETY AND BEHAVIORAL CHANGES 

FELT BY JAPANESE PATIENTS WITH 

INFLAMMATORY BOWEL DISEASE DUE TO 

COVID-19 EPIDEMIC 

Digestive Disease Week 

2022 

San Diego & 

Virtual 

May 21-24, 2022 

Makoto Naganuma, Reiko Kunisaki, 

Shojiro Yamamoto, Katsuyoshi Matsuoka, 

Ami Kawamoto, Kosaku Nanki, Ryota 

Hokari, Taku Kobayashi, Motohiro 

Esaki, Keiichi Mitsuyama, Tadakazu 

Hisamatsu.  

THE REAL-WORLD EFFECTIVENESS AND 

SAFETY OF CORTICOSTERIDS, 

CALCINEURIN INHIBITOR, BIOLOGICS, 

AND JAK INHIBITOR IN HOSPITALIZED 

PATIENTS WITH ULCERATIVE COLITIS 

Digestive Disease Week 

2022 

San Diego & 

Virtual 

May 21-24, 2022 

Kenji Watanabe, Tadakazu Hisamatsu, 

Hiroshi Nakase, Kazuko Nagase, Minoru 

Matsuura, Nobuo Aoyama, Taku 

Kobayashi, Hirotake Sakuraba, Kaoru 

Yokoyama, Masakazu Nishishita, 

Motohiro Esaki, Fumihito Hirai, 

Masakazu Nagahori, Sohachi Nanjo, 

Teppei Omori, Satoshi Tanida, 

Yoshihiro Yokoyama, Kei Moriya, Atsuo 

Maemoto, Osamu Handa, Naoki Ohmiya, 

Shinichiro Shinzaki, Shingo Kato, 

Hiroki Tanaka, Toshio Uraoka, Noritaka 

Takatsu, Hideo Suzuki, Kenichiro 

Takahashi, Junji Umeno, Yoshiyuki 

Mishima, Kenji Tsuchida, Mikihiro 

Fujiya, Sakiko Hiraoka, Shuji 

Yamamoto, Masayuki Saruta, Masanori 

Nojima, Akira Andoh.  

JAPAN PROSPECTIVE MULTICENTER 

STUDY FOR OPTIMIZATION OF COVID-19 

VACCINATIONS BASED ON THE IMMUNE 

RESPONSE AND SAFETY PROFILE IN 

INFLAMMATORY BOWEL DISEASE 

PATIENTS: INTERIM ANALYSES 

Digestive Disease Week 

2022 

San Diego & 

Virtual 

May 21-24, 2022 
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発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
仲瀬裕志 自然免疫・獲得免疫からみた炎症性腸

疾患の病態 

第 132 回日本消化器病学

会北海道支部例会 

札幌 2023年 3 月 4-5 日 

浪岡万由子，風間友江，山川司，横山佳

浩，平山大輔，仲瀬裕志 

難治性潰瘍性大腸炎の臨床的特徴に関

する検討 

第 132 回日本消化器病学

会北海道支部例会 

札幌 2023年 3 月 4-5 日 

仲瀬裕志 潰瘍性大腸炎の治療戦略を考える 第 19回日本消化管学会

総会学術集会 

（Web） 2023年 2 月 3日 

仲瀬裕志 潰瘍性大腸炎治療病態からみたアプロ

ーチ 

第 120 回日本消化器病学

会九州支部例会 

熊本 2022年 12月 3 日 

廣部洋輔，横山佳浩，浪岡万由子，平山大

輔，風間友江，林優希，山川司，中村友

哉，鈴木一也，大和田紗恵，清水晴夫，小

林寿久，鈴木亮，有村佳昭，仲瀬裕志 

当科及び関連病院における後期高齢潰

瘍性大腸炎患者の臨床的特徴 

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

大阪 2022年 11月 25-26 日 

仲瀬裕志，佐藤真弘，新山勇人，久松理一 中等症から重症のクローン病に対する

ウパダシチニブの第３相導入療法試

験：全体集団と日本人集団の結果 

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

大阪 2022年 11月 25-26 日 

谷田諭史，佐藤真弘，池田公俊，仲瀬裕志 ウバタシチニブは長期の臨床効果に関

連する組織学的及び内視鏡的粘膜治癒

を促進する 

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

大阪 2022年 11月 25-26 日 

浪岡万由子，風間友江，山川司，横山佳

浩，平山大輔，仲瀬裕志 

潰瘍性大腸炎の難治性因子に関する検

討 

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

大阪 2022年 11月 25-26 日 

安藤勝祥，藤谷幹浩，上野伸展，本谷 

聡，那須野正尚，田中浩紀，伊藤貴博，前

本篤男，桜井健介，桂田武彦，折居史佳，

蘆田知史，平山大輔，仲瀬裕志 

潰瘍性大腸炎に対するウステキヌマブ

のポジショニング～Phoenix cohort の

データから～ 

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

大阪 2022年 11月 25-26 日 

平山大輔，本谷聡，蘆田知史，安藤勝祥，

藤谷幹浩，伊藤貴博，古川滋，前本篤男，

桂田武彦，樋之津史郎，佐藤法子，水野尚

美，井川桂子，仲瀬裕志 

潰瘍性大腸炎患者に対するゴリムマブ

の治療効果と寛解に関連する臨床的背

景の検討 

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

大阪 2022年 11月 25-26 日 

仲瀬裕志 免疫学的観点から炎症性腸疾患治療を

考える 

第 118 回日本消化器病学

会四国支部例会 

徳島 2022年 11月 19 日 

中村隼人，平山大輔，浪岡万由子，山川 

司，三宅高和，風間友江，菅野伸一，吉井

新二，山野泰穂，仲瀬裕志 

クローン病における内瘻の手術を契機

に診断された瘻孔癌の１例 

第 60回日本小腸学会学

術集会 

広島 2022年 11月 12 日 

仲瀬裕志 The achievement of “disease clear

ance” based on IBD pathophysiolog

y 

第 64回日本消化器病学

会大会 

福岡 2022年 10月 27-30 日 

仲瀬裕志 潰瘍性大腸炎の病態と新規薬剤リンヴ

ォック錠の有効性と安全性 

第 64回日本消化器病学

会大会 

福岡 2022年 10月 27-30 日 

仲瀬裕志，佐藤真弘，池田公俊，久松理一 潰瘍性大腸炎に対するウパダシチニブ

の維持療法 

第 64回日本消化器病学

会大会 
福岡 2022年 10月 27-30 日 

山川司，中村隼人，廣部洋輔，三宅高和，

横山佳浩，風間友江，林優希，平山大輔，

菅野伸一，吉井新二，山野泰穂，仲瀬裕志 

COVID-19 を合併した重症潰瘍性大腸炎

に対して infliximab＋azathioprine

併用療法を安全に使用できた１例 

第 43回日本大腸肛門病

学会北海道支部例会 

札幌 2022年 10月 8 日 

仲瀬裕志 Gut-selective anti-lymphocyte の観

点からみた IBD治療 

第 59回日本消化器免疫

学会総会 

大阪 2022年 7 月 29 日 

横山佳浩，平山大輔，中村友哉，鈴木一

也，大和田紗恵，清水晴夫，小林寿久，鈴

木亮，有村佳昭，仲瀬裕志 

当科及び関連病院における後期高齢潰

瘍性大腸炎患者の現状 

第 24回日本高齢消化器

病学会総会 

京都 2022年 7 月 15-16 日 

仲瀬裕志 潰瘍性大腸炎病態の多様性を基礎・臨

床から繙く 

第 119 回日本消化器病学

会九州支部例会 

佐賀 2022年 6 月 24 日 

仲瀬裕志 潰瘍性大腸炎治療における新たな展望 第 103 回日本消化器内視

鏡学会総会 

京都 2022年 5 月 13-15 日 

仲瀬裕志 サイトカイン治療から見えてきた潰瘍

性大腸炎の病態 

第 108 回日本消化器病学

会総会 

東京 2022年 4 月 21-23 日 

青山伸郎，佐藤真弘，池田公俊，仲瀬裕志 中等症から重症の活動性潰瘍性大腸炎

患者におけるウパダシチニブによる腹

痛、便意切迫感及び疲労の改善：第３

相寛解導入試験（U-ACHIEVE 及び U-

ACCOMPLISH） 

第 108 回日本消化器病学

会総会 

東京 2022年 4 月 21-23 日 

仲瀬裕志，佐藤真弘，池田公俊，久松理

一 

中等症から重症の活動性潰瘍性大腸

炎患者におけるウパダシチニブ導入

療法の有効性及び安全性：全体集団

及び日本人集団の結果 

第 108 回日本消化器病

学会総会 

東京 2022年 4 月 21-23 日 

我妻康平，仲瀬裕志，松本主之，松岡克

善，松浦稔，大宮直木，飯島英樹，平井郁

仁，石原俊治，野島正寛，久松理一 

Japan COVID-19 Surver and Question

naire in in-flammatory bowel disea

se（J-DESIRE） 

第 108 回日本消化器病学

会総会 

東京 2022年 4 月 21-23 日 
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発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
久松理一，村越かおる，大野浩太，仲瀬裕

志 

中等症から重症のクローン病患者に対

するリサンキシマブ導入療法：国際共

同第３相導入療法試験（ADVANCE）に

おける全体集団及び日本人部分集団の

結果 

第 108 回日本消化器病学

会総会 

東京 2022年 4 月 21-23 日 

横山佳浩，風間友江，仲瀬裕志 炎症性腸疾患患者の腸管粘膜における

炎症性サイトカインの解析による治療

効果予測因子の探索 

第 108 回日本消化器病学

会総会 

東京 2022年 4 月 21-23 日 

林優希，横山佳浩，仲瀬裕志 クラウド時代における新しい診療形式

と ICT 活用について～炎症性腸疾患に

おける遠隔連携診療ネットワークの構

築と運用～ 

第 108 回日本消化器病学

会総会 

東京 2022年 4 月 21-23 日 

Hiroshi Nakase Biologicals in IBD The 1st International 

Symposium of Clinical 

Immunology 

福岡 2022年 4 月 2-3 日 

稲葉友花、辰巳健志、小原尚、齋藤紗由

美、黒木博介、小金井一隆、杉田昭 

クローン病に合併した肛門管 high 

grade dysplasiaの一例 

日本消化器病学会関東支

部第 372回例会 

東京 2022年 12月 10 日 

立野瑞樹、小金井一隆、辰巳健志、黒木博

介、小原尚、齋藤紗由美、杉田昭 

クローン病に対する直腸切断術後に発

生した会陰創腸管瘻の臨床経過 

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

大阪 2022年 11月 25～26日 

黒木博介、小金井一隆、辰巳健志、小原

尚、齋藤紗由美、荒井勝彦、杉田昭 

在宅中心静脈栄養療法導入したクロー

ン病症例の特徴と問題点 

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

  

木村英明、荒木謙太郎、布施匡啓、鳥谷建

一郎、国崎玲子、辰巳健志、小金井一隆、

杉田昭、遠藤格 

クローン病小腸病変に対する手術例の

検討 

JDDW WEEK2022 福岡 2022年 10月 28 日 

小原尚、小金井一隆、辰巳健志、黒木博

介、齋藤紗由美、杉田昭 

手術を要した潰瘍性大腸炎術後腸閉塞

の臨床経過 

JDDW WEEK2022 福岡 2022年 10月 28 日 

辰巳健志、小金井一隆、黒木博介、小原

尚、齋藤紗由美、木村英明、荒井勝彦、杉

田昭 

 

潰瘍性大腸炎合併 dysplasiaの内視鏡

診断における問題点 

JDDW WEEK2022 福岡 2022年 10月 28 日 

黒木博介、小金井一隆、杉田昭 臨床的特徴と経過からみたクローン病

の intestinal failure に対するマネ

ジメント 

JDDW WEEK2022 福岡 2022年 10月 27 日 

本間実、小金井一隆、辰巳健志、黒木博

介、齋藤紗由美、小原尚、杉田昭 

扁平上皮癌を合併した Crohn病の 3 症

例 

第 77回日本大腸肛門病

学会学術集会 

千葉 2022年 10月 14～15日 

小原尚、小金井一隆、辰巳健志、黒木博

介、齋藤紗由美、杉田昭 
クローン病狭窄病変に対する狭窄形成

術の長期経過 

第 77回日本大腸肛門病

学会学術集会 
千葉 2022年 10月 14～15日 

杉田昭、小金井一隆、辰巳健志、黒木博

介、小原尚、齋藤紗由美、荒井勝彦、木村

英明、福島恒男 

Crohn 病に合併した直腸肛門管癌の特

徴に基づく治療法の検討 

第 77回日本大腸肛門病

学会学術集会 

千葉 2022年 10月 14～15日 

小金井一隆、辰巳健志、黒木博介、小原

尚、齋藤紗由美、木村英明、杉田昭 
長期経過からみた urgency を伴う潰瘍

性大腸炎難治例に対する外科治療の位

置づけ 

 

第 77回日本大腸肛門病

学会学術集会 

千葉 2022年 10月 14～15日 

黒木博介、小金井一隆、辰巳健志、小原

尚、齋藤紗由美、荒井勝彦、杉田昭 
クローン病の intestinal failure に

対する治療戦略 

 

第 77回日本大腸肛門病

学会学術集会 

千葉 2022年 10月 14～15日 

辰巳健志、小金井一隆、黒木博介、小原

尚、齋藤紗由美、木村英明、荒井勝彦、杉

田昭 

潰瘍性大腸炎合併大腸癌に対するサー

ベイランス内視鏡の有用性と問題点 

第 77回日本大腸肛門病

学会学術集会 

千葉 2022年 10月 14～15日 

大神俊來、小金井一隆、杉田昭、辰巳健

志、黒木博介、齋藤紗由美、小原尚 

 

回腸嚢肛門切除術後にクローン病と判

明した会陰創小腸瘻を来した１例 

日本消化器病学会関東支

部第 371回例会 

Web開催 20022 年 9月 24 日 

Kenji Tatsumi, Kazutaka Koganei, Hiros

uke Kuroki, Nao Obara, Sayumi Saito, H

ideaki Kimura, Katsuhiko Arai, Akira S

ugita 

The characteristics of the 

medically intractable ulcerative 

colitis patients with bowel 

urgency: Urgency を有する潰瘍性大腸

炎難治例の特徴と手術治療の有用性 

第 77回日本消化器外科

学会総会 

横浜 2022年 7 月 22 日 

Hideaki kimura, Kentaro Araki, Masahir

o Fuse, Kenichiro Toritani, Reiko Kuni

saki, Kenji Tatsumi, Kazutaka Koganei,

Akira Sugita, Itaru Endo 

Current status and problems of dou

ble-stapled ileal pouch-anal anast

omosis for ulcerative colitis 

:潰瘍性大腸炎に対する double-stapli

ng technique を用いた回腸嚢肛門管

吻合術の現状と問題点 

第 77回日本消化器外科

学会総会 

横浜 2022年 7 月 22 日 

黒木博介、小金井一隆、辰巳健志、小原尚、

杉田昭 

 

潰瘍性大腸炎に対する超低位吻合を目

指した一期的大腸全摘・回腸嚢肛門管

吻合術 

第 77回日本消化器外科

学会総会 

横浜 2022年 7 月 21 日 

杉田昭 

 

【下部】炎症性腸疾患治療における手

術の位置付け 

第 77回日本消化器外科

学会総会 

横浜 2022年 7 月 20 日 
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発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
杉田昭、小金井一隆、辰巳健志、黒木博介、

小原尚、齋藤紗由美、荒井勝彦、福島恒男 

潰瘍性大腸炎に対する回腸嚢関連疾患

の実態と治療法の検討 

第 77回日本消化器外科

学会総会 

横浜 2022年 7 月 20 日 

小原尚、小金井一隆、辰巳健志、黒木博介、

齋藤紗由美、杉田昭 

80 歳以上の高齢者潰瘍性大腸炎手術例

の臨床経過と予後 

第 77回日本消化器外科

学会総会 

横浜 2022年 7 月 20 日 

小金井一隆、内野基、木村英明、二見喜太

郎、板橋道朗、福島浩平、畑啓介、藤井久

男、水島恒和、小松彩子、小金井一隆、辰巳

健志、黒木博介、齋藤紗由美、小原尚、杉田

昭 
杉田昭 

本邦における腸管型ベーチェット病、

単純性潰瘍性手術例－特徴、術後経

過、年代別の変化について－ 

第 77回日本消化器外科

学会総会 

横浜 2022年 7 月 20 日 

小松彩子、小金井一隆、辰巳健志、黒木博

介、齋藤紗由美、小原尚、杉田昭 

 

Crohn 病の腸管皮膚廔に発生した扁平

上皮癌の 1 例 

日本消化器病学会関東支

部第 369回例会 

Web 2022年 5 月 14 日 

小原尚、小金井一隆、辰巳健志、黒木博介、

齋藤紗由美、杉田昭 

COVID-19 に感染した炎症性腸疾患自験

例の臨床経過 
第 108 回日本消化器病学

会総会 

東京 2022年 4 月 22 日 

小金井一隆、辰巳健志、黒木博介、小原尚、

齋藤紗由美、木村英明、杉田昭 

クローン病の難治性直腸肛門病変に対

する直腸切断術の術後長期経過 

第 108 回日本消化器病学

会総会 

東京 2022年 4 月 22 日 

杉田昭、小金井一隆、辰巳健志、黒木博介、

小原尚、斎藤紗由美、荒井勝彦、福島恒男 

Crohn 病の各種臨床病変の改善度から

みた抗 TNFα抗体製剤の治療効果 

  2022年 4 月 21 日 

小原尚、小金井一隆、辰巳健志、黒木博介、

齋藤紗由美、杉田昭 

70 歳以上の高齢者潰瘍性大腸炎の術前

免疫栄養状態と術後短期成績との関連 

第 122 回日本外科学会定

期学術集会 

Web 2022年 4 月 16 日 

小金井一隆、辰巳健志、黒木博介、小原尚、

木村英明、荒井勝彦、杉田昭 

クローン病炎症性発癌合併症例の臨床

学的特徴 

第 122 回日本外科学会定

期学術集会 

Web 2022年 4 月 16 日 

木村英明、荒木謙太郎、大坊侑、鳥谷建一

郎、国崎玲子、辰巳健志、小金井一隆、杉田

昭、遠藤格 

クローン病腸管手術例の現状と課題 第 122 回日本外科学会定

期学術集会 

Web 2022年 4 月 16 日 

黒木博介、小金井一隆、辰巳健志、小原尚、

杉田昭 

術前肛門内圧機能検査を施行した 70

歳以上の潰瘍性大腸炎に対する大腸全

摘・回腸嚢肛門管吻合術後の経過 

第 122 回日本外科学会定

期学術集会 

Web 2022年 4 月 16 日 

杉田昭、小金井一隆、辰巳健志、黒木博介、

小原尚、斉藤沙由美、荒井勝彦、福島恒男 

潰瘍性大腸炎に対する新規治療薬の手

術治療に及ぼす影響の検討 

 

第 122 回日本外科学会定

期学術集会 

Web 2022年 4 月 16 日 

辰巳健志、小金井一隆、黒木博介、小原尚、

齋藤紗由美、木村英明、荒井勝彦、杉田昭 

潰瘍性大腸炎に対する pouch手術の長

期経過 

第 122 回日本外科学会定

期学術集会 

Web 2022年 4 月 15 日 

梁井俊一、松本主之、久松理一 潰瘍性大腸炎関連腫瘍に対する内視鏡

切除の有効性に関する登録研究 

第 103 回日本消化器内視

鏡学会総会 

京都 2022年 5 月 14 日 

Yuki Horio, Motoi Uchino, Kurando Kusu

noki, Tomohiro Minagawa, Ryuichi Kuwah

ara, Hiroki Ikeuchi 

Clinical Features and Therapeutic 

Outcomes of Ulcerative Colitis rel

ated Post-operative Enteritis (Ora

l Session) 

The 10th Annual 

Meeting of Asian 

Organization for 

Crohn`s & Colitis 

Web 2022年 6 月 18 日 

Ryuichi Kuwahara, Hiroki Ikeuchi, Kura

ndo Kusunoki, Tomohiro Minagawa, Yuki 

Horio, Kozo Kataoka, Naohito Beppu, Ma

sataka Ikeda, Motoi Uchino 

Clinical Outcomes after Colorectal

 Resection for Ulcerative Colitis 

in the Elderly (Elderly-onset vs. 

Nonelderly-onset) (Oral Session) 

The 10th Annual Meetin

g of Asian Organizatio

n for Crohn`s & Coliti

s 

Web 2022年 6 月 18 日 

Kurando Kusunoki, Tomohiro Minagawa, R

yuichi Kuwahara, Yuki Horio, Kozo Kata

oka, Naohito Beppu, Motoi Uchino, Masa

taka Ikeda, Hiroki Ikeuchi 

Risk factor analysis for anastomot

ic leakage and postoperative intra

abdominal abscess in patients with

 Crohn`s Disease undergoing first 

bowel resection. (Poster) 

The 10th Annual Meetin

g of Asian Organizatio

n for Crohn`s & Coliti

s 

Web 2022年 6 月 17 日 

 

Yuki Horio, Motoi Uchino,Toshihiro Ban

do, Hirofumi Sasaki, Yoshiko Goto, Ryu

ichi Kuwahara, Tomohiro Minagawa, Hiro

ki Ikeuchi 

Primary and De novo Anal Transitio

nal Zone Cancer with Ulcerative Co

litis（Poster） 

The 11th Asian Pacific

 Topic Conference 

 

 

Web 

 

 

 

2022年 4 月 21 日 

 

 

 

池内浩基 内野基 堀尾勇規 皆川知洋 

楠蔵人 

高齢者潰瘍性大腸炎緊急手術症例の問

題点 

第 59 回日本腹部救急医

学会総会 

沖縄 

 

2023年 3 月 9日 

 

内野基 池内浩基 堀尾勇規 楠蔵人 桑

原隆一 

潰瘍性大腸炎に対する内科治療と外科

治療の変遷 

第 59 回日本腹部救急医

学会総会 

沖縄 

 

2023年 3 月 9日 

 

皆川知洋、桑原隆一、堀尾勇規、内野基、

池内浩基 

潰瘍性大腸炎における緊急手術症例の

検討（シンポジウム） 

第 19回日本消化管学会

総会 

東京 

 

2023年 2 月 4日 

 

池内浩基、内野基、堀尾勇規、桑原隆一 

 

 

術前にステロイド投与歴のない潰瘍性

大腸炎手術症例の臨床的特徴（一般演

題） 

第 19回日本消化管学会

総会 

 

東京 

 

 

2023年 2 月 3日 

 

 

桑原隆一、池内浩基、楠蔵人、皆川知洋、

堀尾勇規、木村慶、片岡幸三、別府直仁、

池田正孝、内野基 

潰瘍性大腸炎に対する開腹手術と腹腔

鏡手術の比較（パネルディスカッショ

ン） 

第 35回日本内視鏡外科

学会総会 

 

名古屋 

 

 

2022年 12月 10 日 
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発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
楠蔵人、皆川知洋、桑原隆一、堀尾勇規、

木村慶、片岡幸三、別府直仁、内野基、池

田正孝、池内浩基 

当科におけるクローン病に対する腹腔

鏡手術の適応（ワークショップ） 

 

第 84回日本臨床外科学

会総会 

 

福岡、Web 

 

 

2022年 11月 25 日 

 

 

谷公孝、板橋道朗、小川真平、番場嘉子、

池内浩基、内野基、岡林剛史、二見喜太

郎、石原聡一郎、大毛宏喜、田中信治、永

原央、渡辺和宏、岡本欣也、大北喜基  

Colitic cancer に対する腹腔鏡下手術

の長期治療成績（ワークショップ） 

 

 

第 84回日本臨床外科学

会総会 

 

 

福岡、Web 

 

 

 

2022年 11月 25 日 

 

 

 

堀尾勇規、内野基、楠蔵人、皆川知洋、桑

原隆一、池内浩基 

 

生物学的製剤時代の潰瘍性大腸炎の高

齢症例における内科外科の連携（シン

ポジウム） 

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

 

大阪 

 

 

2022年 11月 25 日 

 

 

桑原隆一、内野基、楠蔵人、皆川知洋、堀

尾勇規、木村慶、片岡幸三、別府直仁、池

田正孝、池内浩基 

潰瘍性大腸炎患者に対する術後感染性

合併症予測モデル作成（ワークショッ

プ） 

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

 

大阪 

 

 

2022年 11月 25 日 

 

 

内野基、池内浩基、堀尾勇規、桑原隆一、

皆川知洋、楠蔵人、別府直仁、木村慶、片

岡幸三、池田正孝、一木薫、植田貴史、中

嶋一彦 

消化器外科手術における予防的陰圧閉

鎖療法の問題点と今後の課題（パネル

ディスカッション） 

 

第 35回日本外科感染症

学会総会学術集会 

 

 

倉敷 

 

 

 

2022年 11月 8 日 

 

 

 

池内浩基、内野基, 堀尾勇規, 桑原隆一, 

皆川知洋, 木村慶, 片岡幸三, 別府直仁, 

池田正孝 

潰瘍性大腸炎手術症例は 10 年間でど

のように変化したか（デジタルポスタ

ー） 

JDDW2022（第 54 回日本

消化器病学会大会） 

 

福岡、Web 

 

 

2022年 10月 28 日 

 

 

池内浩基、内野基, 堀尾勇規, 桑原隆一, 

皆川知洋, 楠蔵人, 木村慶, 片岡幸三, 別

府直仁, 池田正孝 

潰瘍性大腸炎に合併する colitic 

cancerの現状と肥満症例に対する対策

（デジタルポスター） 

JDDW2022（第 20 回日本

消化器外科学会大会） 

 

福岡、Web 

 

 

2022年 10月 28 日 

 

 

堀尾勇規、内野基、楠蔵人、皆川知洋、桑

原隆一、木村慶、片岡幸三、別府直仁、池

田正孝、池内浩基 

潰瘍性大腸炎手術症例における高齢者

と非高齢者の術後合併症と死亡率の検

討（デジタルポスター） 

JDDW2022（第 20 回日本

消化器外科学会大会 

） 

福岡、Web 

 

 

2022年 10月 28 日 

 

 

桑原隆一、池内浩基、楠蔵人、皆川知洋、

堀尾勇規、片岡幸三、別府直仁、池田正

孝、内野基 

手術適応（難治，癌）でみた潰瘍性大

腸炎手術症例の臨床的特徴（デジタル

ポスター） 

JDDW2022（第 20 回日本

消化器外科学会大会） 

 

福岡、Web 

 

 

2022年 10月 28 日 

 

 

奥川喜永, 山本晃, 大北喜基, 北嶋貴仁, 

志村匡信, 今岡裕基, 川村幹雄, 横江毅, 

内野基, 池内浩基, 廣田誠一, 大井正貴, 

問山裕二 

DNAメチル化測定の潰瘍性大腸炎関連

癌における有用性（デジタルポスタ

ー） 

 

JDDW2022（第 20 回日本

消化器外科学会大会） 

 

 

福岡、Web 

 

 

 

2022年 10月 28 日 

 

 

 

内野基、池内浩基、石原聡一郎 

 

 

炎症性腸疾患関連大腸癌の病期と組織

型の変化(統合プログラム） 

 

JDDW2022（消化器外科、

消化器病、消化器内視鏡

学会） 

福岡、Web 

 

 

2022年 10月 27 日 

 

 

池内浩基、内野基、堀尾勇規、桑原隆一、

皆川知洋、楠蔵人、木村慶、別府直仁、池

田正孝 

潰瘍性大腸炎に合併する発癌症例の臨

床的特徴と術式の選択（シンポジウ

ム） 

第 77回日本大腸肛門病

学会学術集会 

 

幕張 

 

 

2022年 10月 15 日 

 

 

内野基、池内浩基、堀尾勇規、桑原隆一、

皆川知洋、楠蔵人、木村慶、片岡幸三、別

府直仁、池田正孝 

クローン病，短腸症候群患者での在宅

経静脈栄養療法におけるカテーテル関

連の問題点（シンポジウム） 

第 77回日本大腸肛門病

学会学術集会 

 

幕張 

 

 

2022年 10月 15 日 

 

 

堀尾勇規、内野基、楠蔵人、皆川知洋、桑

原隆一、木村慶、片岡幸三、別府直仁、池

田正孝、池内浩基 

潰瘍性大腸炎に対し人工肛門閉鎖術を

行った症例の検討（一般演題） 

 

第 77回日本大腸肛門病

学会学術集会 

 

幕張 

 

 

2022年 10月 15 日 

 

 

桑原隆一、池内浩基、楠蔵人、皆川知洋、

堀尾勇規、片岡幸三、別府直仁、池田正

孝、内野基 

発症時期でみた高齢者潰瘍性大腸炎手

術症例の検討（パネルディスカッショ

ン） 

第 77回日本大腸肛門病

学会学術集会 

 

幕張 

 

 

2022年 10月 14 日 

 

 

楠蔵人、皆川知洋、桑原隆一、木村 慶、

堀尾勇規、片岡幸三、別府直仁、内野基、

池田正孝、池内浩基 

当科におけるクローン病初回腸管切除

症例における腹腔鏡下手術の位置づけ

（要望演題） 

第 77回日本大腸肛門病

学会学術集会 

 

幕張 

 

 

2022年 10月 14 日 

 

 

Ryuichi Kuwahara, Motoi Uchino, Kurand

o Kusunoki, Tomohiro Minagawa, Ytuki H

orio, Kei  Kimura, Kozo Kataoka, Naohi

to Beppu, Masataka Ikeda, Hiroki Ikeuc

hi 

234 surgical cases of refractory p

erianal fistula and abscess associ

ated with Crohn’s disease（Asian 

Session) 

 

第 77回日本大腸肛門病

学会学術集会 

 

 

 

幕張 

 

 

 

 

2022年 10月 14 日 

 

 

 

 

堀尾勇規、内野基、楠蔵人、皆川知洋、桑

原隆一、池内浩基 

クローン病に対し腹腔鏡手術を行った

121例の検討（一般演題） 

第 35回近畿内視鏡外科

研究会 

西宮 

 

2022年 9 月 17 日 

 

桑原隆一、内野基、楠蔵人、皆川知洋、堀

尾勇規、木村慶、片岡幸三、別府直仁、池

田正孝、池内浩基 

潰瘍性大腸炎に対する腹腔鏡手術の定

例化（一般演題） 

 

第 35回近畿内視鏡外科

研究会 

 

西宮 

 

 

2022年 9 月 17 日 

 

 

Motoi Uchino、Hiroki Ikeuchi、Yuki Hor

io、Ryuichi Kuwahara、Tomohiro Minagaw

a、Kurando Kusunoki、Kei Kimura、Kozo

 Kataoka、Naohito Beppu、Masataka Ike

da 

The impact of novel treatments on 

surgery in patients with in-flamma

tory bowel disease （最近の炎症性

腸疾患治療薬が及ぼす手術への影響）

 （シンポジウム） 

第 77回消化器外科学会

総会 

 

 

 

横浜、Web 

 

 

 

 

2022年 7 月 22 日 

 

 

 

 

堀尾勇規、内野基、楠蔵人、皆川知洋、桑

原隆一、木村慶、片岡幸三、別府直仁、池

田正孝、池内浩基 

クローン病に対し腹腔鏡手術を行った

症例の検討（ワークショップ） 

第 77回消化器外科学会

総会 

 

横浜、Web 

 

 

2022年 7 月 21 日 
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桑原隆一、内野基、楠蔵人、皆川知洋、堀

尾勇規、片岡幸三、別府直仁、池田正孝、

池内 浩基 

潰瘍性大腸炎に対する腹腔鏡補助下大

腸全摘回腸嚢肛門吻合術の定型化と再

建の工夫（要望演題ビデオ） 

第 77回消化器外科学会

総会 

 

横浜、Web 

 

 

2022年 7 月 21 日 

 

 

池内浩基、内野基、堀尾勇規、桑原隆一、

皆川知洋、楠蔵人、木村慶、片岡幸三、別

府直仁、池田正孝 

クローン病における残存病変の有無と

再手術の関連性の検討（一般演題） 

第 77回消化器外科学会

総会 

 

横浜、Web 

 

 

2022年 7 月 20 日 

 

 

楠蔵人、皆川知洋、桑原隆一、堀尾勇規、

片岡幸三、別府直仁、内野基、池田正孝、

池内浩基 

 

クローン病初回腸管切除症例における

縫合不全，術後腹腔内膿瘍に対する栄

養学的指標を含むリスク因子解析（一

般演題） 

第 77回消化器外科学会

総会 

 

 

横浜、Web 

 

 

 

2022年 7 月 20 日 

 

 

 

池内浩基、内野基、堀尾勇規、桑原隆一、

皆川知洋、別府直仁、池田正孝 

クローン病関連死亡症例の検討（一般

演題） 

第 108 回日本消化器病学

会総会 

東京、Web 

 

2022年 4 月 21 日 

 

池内浩基、内野基、堀尾勇規、桑原隆一、

皆川知洋、楠蔵人、木村慶、片岡幸三、別

府直仁、池田正孝 

大きく変わった潰瘍性大腸炎手術症例

の検討（サージカルフォーラム） 

 

第 122 回日本外科学会定

期学術集会 

 

熊本 

 

 

2022年 4 月 16 日 

 

 

堀尾勇規、内野基、楠蔵人、皆川知洋、桑

原隆一、片岡幸三、別府直仁、池田正孝、

池内浩基 

 

潰瘍性大腸炎術後にクローン病へと病

名変更と 

なった症例の検討（サージカルフォー

ラム） 

第 122 回日本外科学会定

期学術集会 

 

 

熊本 

 

 

 

2022年 4 月 16 日 

 

 

 

桑原隆一、池内浩基、楠蔵人、皆川知洋、

堀尾勇規、片岡幸三、別府直仁、池田正

孝、内野基 

潰瘍性大腸炎に対する緊急手術症例の

検討（サージカルフォーラム） 

 

第 122 回日本外科学会定

期学術集会 

 

熊本 

 

 

2022年 4 月 16 日 

 

 

内野基、池内浩基、堀尾勇規、桑原隆一、

皆川知洋、楠蔵人、後藤佳子、松原孝明、

宋智亨、竹中雄也、木村慶、馬場谷彰仁、

片岡幸三、別府直仁、池田正孝 

炎症性腸疾患に対する新規治療薬の進

歩と周術期への影響（ワークショッ

プ） 

第 122 回日本外科学会定

期学術集会 

熊本 2022年 4 月 15 日 

谷公孝、小川真平、板橋道朗、内野基、池

内浩基、岡林剛史、大毛宏喜、田中信治、

二見喜太郎、渡辺和宏、永原央、大北喜

基、島田能史、水内祐介、岡本欣也、山田

一隆、肥田侯矢、佐藤雄、石原聡一郎、味

岡洋一 

UC associated neoplasm (UCAN) に対

する腹腔鏡下手術の長期成績（ワーク

ショップ） 

第 122 回日本外科学会定

期学術集会 

熊本 2022年 4 月 15 日 

楠蔵人、伊藤一真、皆川知洋、桑原隆一、

堀尾勇規、片岡幸三、別府直仁、内野基、

池田正孝、池内浩基 

クローン病初回腸管切除症例 392 例に

おける縫合不全、術後腹腔内膿瘍に対

するリスク因子解析（サージカルフォ

ーラム） 

第 122 回日本外科学会定

期学術集会 

熊本 2022年 4 月 14 日 

伊藤一真、楠蔵人、皆川智洋、桑原隆一、

堀尾勇規、片岡幸三、別府直仁、内野基、

池田正孝、池内浩基 

クローン病初回腸管切除症例における

Advanced lung cancer inflammation 

index の臨床的意義（サージカルフォ

ーラム） 

第 122 回日本外科学会定

期学術集会 

熊本 2022年 4 月 14 日 

中村志郎 UC 治療において局所製剤を再考する 第 23回日本小児 IBD 研

究会 LS 

久留米シテ

ィプラザ 

2023年 3 月 4日 

中村志郎 5ASA 不耐の臨床 MS 第 13回日本炎症性腸疾

患学会 

梅田サウス

ホール 

2022年 11月 25 日 

中村志郎 UC 診療における 5ASA 製剤治療の 

Tips & Pitfalls 

JDDW 福岡 LS54 福岡国際会

議場 

2022年 10月 28 日 

中村志郎 当院におけるコロナ禍の UC 内科診療

を総括する 

第 108 回 日本消化器内

視鏡学会 近畿支部例会 

LS2 

ネルパルク

京都 

2022年 6 月 11 日 

中村志郎 潰瘍性大腸炎の病因･病態を踏まえた 

α4インテグリン阻害の意義 

第 108 回 日本消化器病

学会総会 MS2 

京王プラザ

ホテル 

2022年 4 月 22 日 

柿本一城  木下直彦 沼圭二郎 川崎裕香 

中沢 啓 平田有基 碕山直邦 宮嵜孝子  

中村志郎 樋口和秀  

潰瘍性大腸炎に対する 

golimumab治療薬物モニタリングの意

義 

第 108 回 日本消化器病

学会総会 一般演題 

京王プラザ

ホテル 

2022年 4 月 21 日 

Takabayashi K、Aoki Y、Yoshimatsu Y、K

iyohara H、Sugimoto S、Mikami Y、Sujin

o T、Kawaguchi T、Hosoe N、Iwao Y、Oga

ta H、Kanai T 

Evaluation of diagnostic criteria 

for Sporadic neoplasm in ulcerativ

e colitis 

Asian Organization for

 Crohn’s and Colitis 

Japan 2022,Oct 

Suzuki S、Mikami Y、Kawasaki S、Kiyoha

ra H、Yoshimatsu Y、Kawaguchi T、Sujin

o T、Takabayashi K、Hosoe N、Ogata H、

Kanai T 

A case of type 2 autoimmune pancre

atitis complicated with exacerbati

on of ulcerative colitis 

Asian Organization for

 Crohn’s and Colitis 

Japan 2022,Oct 

Tojo A、Sujino T、Francesco P、Noda 

M、Takabayashi K、Hosoe N、Ogata H、Ka

nai T 

A Rheumatoid Arthritis Patient Dev

eloped Persisting Rectal Ulcer und

er the Continuous Usage of Tociliz

umab 

Asian Organization for

 Crohn’s and Colitis 

Japan 2022, Oct 

Sujino T、Kayashima A、Shimozaki K、Hi

rata K、Takabayashi K、Hosoe N、Ogata 

H、Kanai T 

Ulcerative colitis exacerbation af

ter the onset of immune checkpoint

 inhibitor related colitis 

Asian Organization for

 Crohn’s and Colitis 

Japan 2022, Oct 
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Tanemoto S、Sujino T、Nomura E、Yoshim

atsu Y、Takabayashi K、Hosoe N、Ogata 

H、Kanai T 

characteristics of mucosal surface

 in remitting ulcerative colitis b

y using scanning electron microsco

py 

Asian Organization for

 Crohn’s and Colitis 

Japan 2022, Oct 

Sunaga S、Kiyohara H、Miyazaki K、Kasu

ga R、Takabayashi K、Hosoe N、Kawaguch

i T、Mikami Y、Nanki K、Yoshimatsu Y、

Sugimoto S、Sujino T、Iwao Y、Ogata 

H、Kanai T 

Successful Combination Therapy wit

h Infliximab and Cyclosporine A fo

r Refractory Myelodysplastic Syndr

ome associated Small Intestinal Ul

cers: A case report. 

Asian Organization for

 Crohn’s and Colitis 

Japan 2022, Oct 

Wakisaka Y、Sugimoto S、Iwao Y、Takaba

yashi K、Yoshimatsu Y、Kiyohara H、Kaw

aguchi T、Sujino T、Hosoe N、Ogata H、

Mikami Y、Kanai T 

Investigation of endoscopic chrono

logical evolution of ulcerative co

litis-associated neoplasia 

Asian Organization for

 Crohn’s and Colitis 

Japan 2022, Oct 

Aoki Y、Sujino T、Kawaguchi T、Sugimot

o S、Shimada F、Yoshimatsu Y、Kiyohara

 H、Nanki K、Mikami Y、Takabayashi K、

Hosoe N、Ogata H、Iwao Y、Kanai T 

Effectiveness and Durability of Us

tekinumab Therapy With or Without 

Immunomodulators for Ulcerative Co

litis Patients 

Asian Organization for

 Crohn’s and Colitis 

Japan 2022, Oct 

Aoki Y、Kiyohara H、Nanki K、Mikami 

Y、Kawaguchi T、Sujino T、Sugimoto S、

Takabayashi K、Fukuhara K、Hosoe N、Og

ata H、Iwao Y、Kanai T 

Incidence and risk factors of veno

us thromboembolism in patients wit

h inflammatory bowel disease 

Asian Organization for

 Crohn’s and Colitis 

Japan 2022, Oct 

髙林馨、岩男泰、杉本真也、緒方晴彦、金

井隆典 

平坦型潰瘍性大腸炎関連腫瘍の色素散

布内視鏡像の特徴 

第 115 回日本消化器内視

鏡学会関東支部例会 

東京 2022.Dec 

髙林馨、金井隆典、緒方晴彦 専門医が考える潰瘍性大腸炎の総合的

内視鏡重症度評価を再現した人工知能

の開発 

JDDW202 福岡 2022. Oct 

髙林馨、金井隆典、緒方晴彦 新規学習法を用いた人工知能による潰

瘍性大腸炎に対する総合的内視鏡重症

度評価 

第 103 回日本消化器内視

鏡学会総会 

京都 2022.May 

林由紀恵、髙林馨、緒方晴彦 Texture and Color Enhancement 

Imaging(TXI)を用いた潰瘍性大腸炎に

おける内視鏡的活動性評価の有用性 

第 103 回日本消化器内視

鏡学会総会 

京都 2022.May 

Kobayashi T  

  

Characteristics of filgotinib-trea

ted patients with Ulcerative Colit

is who achieve sustained corticost

eroid-free remission: Post hoc ana

lysis of the phase 2b/3 SELECTION 

study    

ECCO2023 

  

 

デンマーク

コペンハー

ゲン  

2023年 3 月 3日  

Sagami S, Kobayashi T,Hibi T  Shear wave elastography predicts s

hort-term response to induction th

erapy in patients with Crohn’s di

sease    

ECCO2023  

  

デンマーク

コペンハー

ゲン  

2023年 3 月 3日  

Maeda M, Kobayashi T,Hibi T  

  

Bowel ultrasound is useful in pred

icting relapse in patients with Ul

cerative Colitis in remission  

ECCO2023  

  

デンマーク

コペンハー

ゲン  

2023年 3 月 3日  

Yamana Y, Kobayashi T,Hibi T  Usefulness of histological monitor

ing in predicting relapse after de

-escalation of thiopurines in Ulce

rative Colitis  

ECCO2023  デンマーク

コペンハー

ゲン  

2023年 3 月 3日  

宮谷侑佑、小林拓  Stratifying the risk factors of st

eroid dependence in ulcerative col

itis: an innovative analysis with 

artificial neural network  

AOCC2022  Virtual  

  

2022年 6 月 17 日-18

日  

  

Kobayashi T  The Future Activities of Clinical 

Research CommitteeThe Future Activ

ities of Clinical Research Committ

ee  

AOCC2022  

  

 

Virtual  

  

2022年 6 月 17 日-18

日  

  

Kobayashi T  

  

Efficacy of tofacitinib  AOCC2022  

  

Virtual  

  

2022年 6 月 17 日-18

日  

  

Kobayashi T  

  

Specific theme of the talk: The be

st clinical paper of the 2020-202

1  

AOCC2022  

  

Virtual  

  

2022年 6 月 17 日-18

日  
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Kobayashi T  

  

UC Treatment topics  AOCC2022  

  

Virtual  

  

2022年 6 月 17 日-18

日  

  

前田真佐、小林拓、日比紀文  

  

  

Bowel Ultrasound is Useful in Pred

icting Relapse in Patients with Ul

cerative Colitis in Remission  

AOCC2022  

  

  

Virtual  

  

2022年 6 月 17 日-18

日  

  

辛島 遼、小林拓、日比紀文  

  

Early prediction of respons to ind

uction treatment in ulcerrative co

litis using leucine-rich α-2-glyc

oprotein  

AOCC2022  

  

Virtual  

  

2022年 6 月 17 日-18

日  

  

佐上晋太郎、小林拓、日比紀文  Optimal timing of assessing improv

ement in bowel wall thickness by t

ransperineal ultrasonography may d

iffer among induction therapies in

 ulcerative colitis  

AOCC2022  

AOCC2022  

  

Virtual  

  

2022年 6 月 17 日-18

日  

  

北條 紋、小林拓、日比紀文  Exploration of transperineal ultra

sound parameters reflecting the se

verity of rectal inflammation in u

lcerative colitis  

AOCC2022  

  

Virtual  

  

2022年 6 月 17 日-18

日  

  

山名瑶子、小林拓、日比紀文  Predictors of relapse after thiopu

rine de-escalation in ulcerative c

olitis  

AOCC2022  Virtual  2022年 6 月 17 日-18

日  

Danese S, Panaccione R, D’Haens G,Pey

rin-Biroulet L,Schreiber S,Kobayashi 

T, Gawdis-Wojnarska B, Korga P, Aguila

r H,Sharkey B, G.Sreih A,Radosti C, Pa

tel A,Canavan J,T.Rubin D  

Efficacy and safety of deucravacit

inib, an oral, selective tyrosine 

kinase 2 inhibitor, in patients wi

th moderately to severely active u

lcerative colitis:   

12-week results from the phase 2 L

ATTICE-UC study  

DDW2022  WEB開催  

  

2022年 5 月 21 日-24

日  

佐上晋太郎、小林拓  潰瘍性大腸炎病勢モニタリングにおけ

る大腸カプセル内視鏡の問題点：腸管

エコーと便中カルプロテクチンとの比

較  

第 16回日本カプセル内

視鏡学会学術集会  

東京 京王プ

ラザホテル  

  

2023年 2 月 5日  

  

小林拓  

  

クローン病疾患管理はどこまで進化で

きるのか～デジタル技術を利用した個

別化医療の可能性～(ランチョンセミ

ナー2）  

第 19回日本消化管学会

総会学術集会  

東京 京王プ

ラザホテル  

2023年 2 月 3日  

芹澤奏、小林拓、辛島遼、佐藤翼、小松萌

子、山名瑤子、前田真佐、梅田智子、佐上

晋太郎、中野雅、日比紀文  

先天性膣欠損症に対する人工膣と大腸

に発症した潰瘍性大腸炎の 1例(一般

演題）  

第 115 回日本消化器内視

鏡学会関東支部例会  

東京シェー

ンバッハ・

サボー  

2022年 12月 10 日  

  

山名瑶子,、佐上晋太郎、前田一郎、日比

紀文、小林拓  

  

潰瘍性大腸炎患者におけるチオプリン

製剤減量・休薬時の内視鏡・病理組織

学的所見の変化（主題 2-07）  

第 115 回日本消化器内視

鏡学会関東支部例会  

東京シェー

ンバッハ・

サボー  

2022年 12月 10 日  

  

佐藤翼、佐上晋太郎、山名瑤子、辛島遼、

宮谷侑佑、前田真佐、北條紋、宮本康雄、

西村賢、中野雅、日比紀文、小林拓  

  

バルーン小腸内視鏡で診断された成人

Meckel憩室の一例（専修医セッショ

ン）  

第 115 回日本消化器内視

鏡学会関東支部例会  

東京シェー

ンバッハ・

サボー  

2022年 12月 10 日  

山名瑶子、小林拓、日比紀文  

  

潰瘍性大腸炎患者におけるチオプリン

製剤減量・休薬時の内視鏡・病理組織

学的所見の変化（パネルディスカッシ

ョン 4）  

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会

（JSIBD）  

大阪梅田ホ

ール  

  

  

2022年 11月 26 日  

北條紋、小林拓、日比紀文  

  

診療・教育・研究の両立を目指した多

職種チーム医療の取り組み（パネルデ

ィスカッション 3）  

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会

（JSIBD）  

大阪梅田ホ

ール  

  

2022年 11月 26 日  

  

日比紀文、小林拓  

 
 

中等症から重症の潰瘍性大腸炎を対象

とした Etrasimod 第 3相試験結果

（ELEVATEUC）（一般演題）  

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会

（JSIBD）  

大阪梅田ホ

ール  

  

2022年 11月 26 日  

  

  

小林拓  

  

潰瘍性大腸炎に対するグセルクマブ及

びゴリムマブ併用の導入療法後の単剤

維持療法:VEGA 試験（一般演題 16）  

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会

（JSIBD）  

大阪梅田ホ

ール  

  

2022年 11月 26 日  
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発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 

小林拓  

  

Mirikizumab（抗 IL-23p19 抗体）の日

本人を含む潰瘍性大腸炎患者での第 3

相維持療法試験（一般演題 15）  

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会

（JSIBD）  

  

大阪梅田ホ

ール  

  

2022年 11月 26 日  

  

  

小林拓  

  

Mirikizumab（抗 IL-23p19 抗体）の日

本人を含む潰瘍性大腸炎患者での第 3

相寛解導入試験（一般演題 15）  

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会

（JSIBD）  

  

大阪梅田ホ

ール  

  

  

2022年 11月 26 日  

  

前田真佐、小林拓、日比紀文  

  

寛解期潰瘍性大腸炎患者の腸管エコー

による再燃予測（パネルディスカッシ

ョン 2）  

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会

（JSIBD）  

大阪梅田ホ

ール  

 

2022年 11月 26 日 

  

小林拓  

  

ジセレカの特徴を踏まえた潰瘍性大腸

炎治療の repositioning（モーニング

セミナー４）  

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会

（JSIBD）  

大阪梅田ホ

ール  

  

  

2022年 11月 26 日  

小林拓  SessionI.Discontinuationofbiologic

s（JSIBD-KASIDJointSymposium）  

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会

（JSIBD） 

大阪梅田ホ

ール  

  

2022年 11月 25 日  

佐上晋太郎、小林拓、日比紀文  

  

潰瘍性大腸炎のステロイド依存を予測

するモニタリング戦略に向けて  

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会

（JSIBD） 

大阪梅田ホ

ール  

2022年 11月 25 日  

前田真佐、小林拓、日比紀文  大腸内視鏡の代用となりうる腸管エコ

ー−寛解期潰瘍性大腸炎再燃予測の観

点から−  

第 40回日本大腸検査学

会総会 

 

ベルサール

九段  
2022年 11月 4 日  

  

佐上晋太郎、小林拓、日比紀文  腸管エコーによる IBD モニタリング〜

Ustekinumab の実例を含めて〜  

第 40回日本大腸検査学

会総会 

 

べルサール

九段  
2022年 11月 4 日  

  

小林拓  

  

長期寛解維持を目指した潰瘍性大腸炎

治療の最適化  

第 40回日本大腸検査学

会総会 

ベルサール

九段  

2022年 11月 4 日  

小林拓  

  

再燃させない潰瘍性大腸炎治療を目指

して  

第 30回日本消化器関連

学会週間（JDDW2022） 

 

福岡国際セ

ンター  

  

2022年 10月 29 日  

  

ShinzakiS;MatsuokaK,FujiiT,OkamotoR,Ya

madaA,KunisakiR,MatsuuraM,WatanabeK,Sh

igaH,TakatsuN,BambaS,MikamiY,Yamamoto

T,ShimoyamaT,MotoyaS,TorisuT,Kobayashi

T,OhmiyaN,SarutaM,MatsudaK,MatsumotoT,

NakaseH,MaemotoA,MurataY,YoshigoeS,Tsu

chiyaH,HisamatsuT. 

Diseaseactivityandtreatmentpattern

sofnewlydiagnosedadultpatientswith

Crohn'sdiseaseinJapan:Interimanaly

sisofinceptioncohortregistrystudyo

fpatientswithCrohn'sdisease(iCREST

-CD) 

ECCO2022 Copenhagen 2023年 3 月 3日 

Peyrin-BirouletL,BossuytP,BettenworthD,Lof

tusJr.E.V,AnjieS,D’HaensG,SarutaM,Arkkila

P,KimD.H,ChoiD,ReinischW. 

Networkmeta-analysistoevaluatethec

omparativeefficacyofintravenousand

subcutaneousinfliximabandvedolizum

abinthemaintenancetreatmentofadult

patientswithCrohn’sDiseaseandUlce

rativeColitis 

ECCO2022 Copenhagen 2023年 3 月 3日 

SarutaM. HowtodiagnoseandmanageofIBD-relate

darthropathy. 
AOCC2022 

 

Virtual 

 

2022年 6 月 18 日 

SarutaM. PotentialofNewJAKInhibitorandStrat

egyofTreatmentinPatientswithUC. 
AOCC2022 

 

Virtual 

 

2022年 6 月 17 日 

SarutaM,VermeireS,FeaganB,Peyrin-Biroulet

L,OortwijnA,FaesM,deHaasA,RoglerG. 

Re-treatmentwithfilgotinibinpatien

tswithulcerativecolitisfollowingtr

eatmentinterruption:aSELECTIONandS

ELECTIONLTEposthocanalysis 

AOCC2022 

 

Virtual 

 

2022年 6 月 17～18 日 

WatanabeK,hisamatsuT,NakseH,NagaseK,Ma

tsuuraM,AoyamaN,KobayashiT,SakurabaH,Y

okoyamaK,NishishitaM,EsakiM,HiraiF,Nag

ahoriM,NanjoS,OmoriT,TanidaS,Yokoyama

Y,MoriyaK,MaemotoA,HandaO,OhmiyaN,Shin

zakiS,KatoS,TanakaH,UraokaT,TakatsuN,S

uzukiH,TakahashiK,UmenoJ,MishimaY,Tsuc

hidaK,FujiyaM,HiraokaS,YamamotoS,Sarut

aM,NojimaM,AndohA,J-COMBATtrialgroup. 

Japanprospectivemulticenterstudyfo

roptimizationofCOVID-19vaccination

sbasedontheimmuneresponseandsafety

profileininflammatoryBowelDiseasep

atients:interimanalysesoftheJ-COMB

ATtrial. 

 

DDW2022 San-Diego 

(hybrid) 

2022年 5 月 24 日 
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発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
SarutaM,SakuraiT,SPREAD-Jgroup. Multicenterprospective 

registrationstudyoftheefficacyands

afetyofcapsuleendoscopyinpatientsw

ithcrohn'sdiseaseinjapan(SPREAD-JS

TUDY) 

DDW2022 San-Diego 

(hybrid) 

2022年 5 月 22 日 

AkitaY,HigashiyamaM,KuriharaC,TomiokaA

,NishimuraH,ItoS,NishiiS,MizoguchiA,Ta

nemotoR,InabaK,SugiharaN,WadaA,HanawaY

,HoriuchiK,OkadaY,NarimatsuK,KomotoS,T

omitaK,SarutaM,HokariR. 

Hydorogen-rich-wateramelioratesint

estinalinflammationthroughproducti

onofshort-chainfattyacidsandanti-i

nflammatorycytokine. 

DDW2022 San-Diego 

(hybrid) 

2022年 5 月 21 日 

ItoZ,KoidoS,KatoK,OdamakiT,SarutaM,Xia

oJ,SatoN,OhkusaT. 

Dysbiosisofthefecalandbiliarymicro

biotasinbiliarytractcancer. 

DDW2022 San-Diego 

(hybrid) 

2022年 5 月 21 日 

SarutaM.（Chair） Emergingtreatmentsinulcerativecoli

tisandimportanceoflastingremissio

n. 

ENDO2022 Kyoto 

(hybrid) 

 

2022年 5 月 15 日 

ShibuyaN,ToyonagaT,SumiyoshiN,Iwashita

Y,MiyazakiR,SakuraiT,SarutaM. 

Assessmentofcolonwallthickeningbyi

ntestinalultrasoundisusefultodetec

tendoscopicdiseaseactivityinpatien

tswithulcerativecolitis. 

ENDO2022 Kyoto 

(hybrid) 

 

2022年 5 月 13 日 

藤井隆太，豊永貴彦，遠間惇，澁谷尚希，

猿田雅之 

ブデソニドの咀嚼内服が奏功した好酸

球性小腸炎の一例 

日本消化器病学会 

関東支部第 373回例会 

東京(ハイブ

リッド開催) 

2023年 2 月 25 日 

中村円香,宮崎亮佑,山崎雄介,酒寄千晶,菊地

伊都香,古守知太郎,石川将史,澤田亮一,櫻井

俊之,猿田雅之 

潰瘍性大腸炎加療中にアザチオプリン

による薬剤性膵炎を発症した１例 

日本消化器病学会 

関東支部第 373回例会 

東京(ハイブ

リッド開催) 

2023年 2 月 25 日 

猿田雅之(司会) IBD診療におけるカプセル内視鏡 第 16回日本カプセル 

内視鏡学会学術集会

（GIWeek2023） 

東京(ハイブ

リッド開催) 

2023年 2 月 5日 

櫻井俊之，猿田雅之(SPREAD-Jgroup) 小腸型クローン病患者におけるカプセ

ル内視鏡検査の有用性-SPREAD-Jstudy

サブ解析- 

第 16回日本カプセル 

内視鏡学会学術集会

（GIWeek2023） 

東京(ハイブ

リッド開催) 
2023年 2 月 5日 

猿田雅之 炎症性腸疾患患者へのカプセル内視鏡

の果たすべき役割 
第 16回日本カプセル 

内視鏡学会学術集会

（GIWeek2023） 

東京(ハイブ

リッド開催) 
2023年 2 月 5日 

猿田雅之 フィルゴチニブ治療による組織学的寛

解と内視鏡的および健康関連 QOLアウ

トカムとの一致度（アンコール演題） 

第 19回日本消化管学会 

総会学術集会

（GIWeek2023） 

東京(ハイブ

リッド開催) 
2023年 2 月 4日 

猿田雅之(司会) 症例検討セッション(下部消化管) 第 19回日本消化管学会 

総会学術集会

（GIWeek2023） 

東京(ハイブ

リッド開催) 
2023年 2 月 3日 

藤川実古乃，櫻井俊之，宮崎亮佑,澁谷尚

希，猿田雅之 

ウステキヌマブで加療したクローン病

患者の小腸所見の変化と内視鏡モニタ

リングの必要性 

第 115 回日本消化器 

内視鏡学会関東支部例会 

東京 2022年 12月 10 日 

猿田雅之 IBDにおける就労・就学支援の重要性 第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

大阪 2022年 11月 26 日 

猿田雅之(司会) 主題セッション 3 

ウィズコロナ時代における小腸診療の

現状 

第 60回日本小腸学会 

学術集会 

広島 2022年 11月 12 日 

猿田雅之(座長) ランチョンセミナー１ 

クローン病のＭＲエンテログラフィ：

スコアリングシステムの近年の動向と

臨床経験 

第 40回日本大腸検査学

会総会 

東京 2022年 11月 4 日 

猿田雅之 炎症性腸疾患の「腸以外」を診る JDDW2022 

FUKUOKA 

(ハイブリッド開催) 

 

 

福岡 2022年 10月 29 日 

猿田雅之 潰瘍性大腸炎治療における新規 JAK 阻

害薬への期待と治療戦略 

JDDW2022 

FUKUOKA 

(ハイブリッド開催) 

 

福岡 2022年 10月 29 日 

猿田雅之(座長) デジタルポスターセッション消 077 

大腸(潰瘍性大腸炎）8 

JDDW2022 

FUKUOKA 

(ハイブリッド開催) 

 

福岡 

 

2022年 10月 29 日 

澁谷尚希，豊永貴彦，住吉那月，岩下祐

子,宮崎亮佑，櫻井俊之，猿田雅之 

潰瘍性大腸炎の局所治療適応の判断に

おける腸管超音波検査の有用性検討 

JDDW2022 

FUKUOKA 

(ハイブリッド開催) 

 

福岡 2022年 10月 29 日 
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発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
猿田雅之(司会) ランチョンセミナー52 

レジストリ研究で明らかになる,潰瘍

性大腸炎の患者さんにとっての身近な

問題 

JDDW2022 

FUKUOKA 

(ハイブリッド開催) 

 

福岡 2022年 10月 28 日 

秋田義博，東山正明，栗原千枝，岡田義

清,成松和幸，高本俊介，冨田謙吾，猿田

雅之,穂苅量太 

水素水の抗炎症効果と腸内環境への影

響 

JDDW2022 

FUKUOKA 

(ハイブリッド開催) 

 

福岡 2022年 10月 28 日 

永川貴，三國隼人，豊永貴彦，猿田雅之 肺塞栓症を発症した潰瘍性大腸炎の 1

例 

日本内科学会第 681 回 

関東地方会 

東京 2022年 10月 22 日 

猿田雅之(司会) モーニングセミナー2 

潰瘍性大腸炎治療の変遷 

第 77回日本大腸肛門病 

学会学術集会 

千葉 2022年 10月 15 日 

猿田雅之(司会) イブニングセミナー6 

クローン病合併痔瘻の治療を反映した

新たな重症度分類案 

第 77回日本大腸肛門病 

学会学術集会 

千葉 2022年 10月 14 日 

猿田雅之(コメンテーター) パネルディスカッション 2 第 114 回日本消化器 

内視鏡学会関東支部例会 

東京 2022年 6 月 12 日 

 

猿田雅之 潰瘍性大腸炎の粘膜治癒とは何か？な

ぜ治療目標となるのか？ 

第 114 回日本消化器 

内視鏡学会関東支部例会 

東京 2022年 6 月 11 日 

猿田雅之(司会) コーヒーブレイクセミナー17 

これからの IBD治療に対して GMAは貢

献できるか？～UC・CD から～ 

第 103 回日本消化器 

内視鏡学会総会 

京都(ハイブ

リッド開催) 

2022年 5 月 14 日 

猿田雅之(司会) シンポジウム 9EnglishSession 

OptimizingthemonitoringstrategyofC

rohn'sdisease 

第 103 回日本消化器 

内視鏡学会総会 

京都(ハイブ

リッド開催) 

2022年 5 月 14 日 

福元彩，櫻井俊之，岩下祐子，澁谷尚希，

宮崎亮佑，豊永貴彦，山崎琢士，加藤智

弘，猿田雅之 

CA72-４高値となった家族性地中海熱

の１例 

日本消化器病学会 

関東支部第 369回例会 

 

Web開催 2022年 5 月 14 日 

猿田雅之 潰瘍性大腸炎および関連腫瘍の内視鏡

診断と治療 

第 51回重点卒後 

教育セミナー 

Web配信 2022年 5 月 20 日～ 

2022年 10月 31 日 

猿田雅之 モーニングセミナー2 

潰瘍性大腸炎治療のパラダイムシフト 

第 108 回日本消化器病 

学会総会 

東京(ハイブ

リッド開催) 

2022年 4 月 22 日 

櫻井俊之，大森鉄平，猿田雅之 クローン病疑い症例における診断ツー

ルとしてのカプセル内視鏡検査の有用

性―SPREAD-J研究より― 

第 108 回日本消化器病 

学会総会 

東京(ハイブ

リッド開催) 

2022年 4 月 22 日 

鳥巣勇一，千葉允文，猿田雅之 悪性遠位胆管狭窄に対する SEMS留置

症例における TimetoRBO に寄与する因

子の検討 

第 108 回日本消化器病 

学会総会 

東京(ハイブ

リッド開催) 

2022年 4 月 22 日 

猿田雅之(座長) ランチョンセミナー４ 

日本から発信された炎症性腸疾患の新

知見 

第 108 回日本消化器病 

学会総会 

東京(ハイブ

リッド開催) 

2022年 4 月 21 日 

猿田雅之(座長) 一般演題 

口演「大腸 IBD,バイオマーカー」 

第 108 回日本消化器病 

学会総会 

東京(ハイブ

リッド開催) 

2022年 4 月 21 日 

猿田雅之 肥満と消化管疾患 第 12回肥満と消化器疾

患研究会(日本消化器病

学会関連研究会) 

東京(ハイブ

リッド開催) 

2022年 4 月 20 日 

NambuR,AraiK,KudoT,MurakoshiT,Kunisaki

R,MizuochiT,KatoS,KumagaiH,InoueM,Ishi

geT,SaitoT,NoguchiA,YodoshiT,Hagiwara

S,IwataN,NishimataS,KakutaF,TajiriH,Hi

ejimaE,ToitaN,MochizukiT,ShimizuH,Iwam

aI,HiranoY,ShimizuT,JPIBD-R. 

Clinicalcourseofpediatricsevereulc

erativecolitisintherealworld:Multi

centeredprospectivecohortstudyinJa

pan. 

10thAnnualMeetingofthe

AsianOrganizationforCr

ohn'sandColitis 

Web 2022年 6 月 18 日 

ItoN,KudoT,EguchiH,SekiguchiR,JimboK,T

akeuchiI,AraiK,IshigeT,OkazakiY,Shimiz

uT. 

Elucidationofthepathogenesisofvery

earlyonsetIBDwithgeneticanalysisfo

rtheestablishmentofdifferentialdia

gnosistechniques. 

The10thAnnualMeetingof

AsianOrganizationforCr

ohn's&Colitis 

Web 2022年 6 月 18 日 

ItoN,KudoT,EguchiH,SekiguchiR,JimboK,T

akeuchiI,AraiK,IshigeT,OkazakiY,Shimiz

uT. 

Elucidationofthepathogenesisofmono

genicIBDwithgeneticanalysisforthee

stablishmentofdifferentialdiagnosi

stechniques. 

6thInternationalSympos

iumonPaediatricInflamm

atoryBowelDisease 

Edinburgh,S

cotland 

2022年 9 月 8日 

NishizawaT,IshigeT,AraiK,ShimizuH,Iwam

aI,NambuR,KunisakiR,MizuochiT,Murakosh

iT,SaitoT,KatoS,KudoT,IwataN,InoueM,Yo

doshiT,HagiwaraS,ToitaN,TajiriH,Mochiz

ukiT,KakutaF,KumagaiH,NoguchiA,SasakiM

,NishimataS,AomatsuT,HiranoY,ShimizuT. 

Analysisoftheactualuseofenteralnut

ritiontherapyforchildhood-onsetCro

hn’sdiseaseusingtheJapanesepaedia

tricinflammatoryboweldiseaseregist

ry:Finalreport. 

6thInternationalSympos

iumonPediatricInflamma

toryBowelDisease 

Edinburgh,S

cotland 

2022年 9 月 9日 
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発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
IshigeT,AraiK,ShimizuH,IwamaI,NambuR,K

unisakiR,MizuochiT,MurakoshiT,SaitoT,K

atoS,KudoT,IwataN,InoueM,YodoshiT,Hagi

waraS,ToitaN,TajiriH,MochizukiT,Kakuta

F,KumagaiH,NoguchiA,SasakiM,Nishimata

S,AomatsuT,HiranoY,ShimizuT. 

Treatmentsreceivedwithin6monthsaft

erdiagnosisofpediatriccrohn'sdisea

se:AnalysisoftheJapanesepediatrici

nflammatoryboweldiseaseregistry. 

6thInternationalSympos

iumonPediatricInflamma

toryBowelDisease 

Edinburgh,S

cotland 

2022年 9 月 9日 

伊藤夏希，工藤孝広，柏木項介，徳島香央

里，時田万英，新井喜康，佐藤真教，関口

玲子，宮田恵理，幾瀨圭，神保圭佑，清水

俊明，江口英孝，岡﨑康司. 

超早期発症炎症性腸疾患における

SLCO2A1 遺伝子の生殖細胞系列バリア

ントならびにエピジェネティクス変化

の関与. 

第 125 回日本小児科学会

学術集会 

郡山 2022年 4 月 16 日 

徳島香央里，神保圭佑，遠藤佳子，戸田方

紀，柏木項介，永田万純，丸山紀三子，伊

藤夏希，新井喜康，吉村良子，丘逸宏，京

戸玲子，佐藤真教，宮田恵理，幾瀨圭，工

藤孝広，清水俊明. 

IFXによる抗 ss-DNA抗体陽性薬剤誘発

性ループスの 2例と生物学的製剤導入

例の抗 DNA 抗体価に関する検討. 

第 125 回日本小児科学会

学術集会 

郡山 2022年 4 月 17 日 

井上幹大，齋藤武，村越孝次，水落健輝，

清水俊明，新井勝大． 

日本小児炎症性腸疾患レジストリ研究

報告手術症例の検討． 

第 59回日本小児外科学

会学術集会 

東京 2022年 5 月 20 日 

清水俊明. 小児 IBDの特性と成人診療医へのトラ

ンジションの現状と課題. 

第 22回臨床消化器病研

究会 

東京 2022年 7 月 30 日 

柏木項介，神保圭佑，鈴木光幸，永田万

純，徳島香央里，伊藤夏希，新井喜康，佐

藤真教，関口玲子，宮田恵理，工藤孝広，

清水俊明. 

IBD患児における新型コロナウイルス

ワクチン接種後の抗体価の検討. 

第 49回日本小児栄養消

化器肝臓学会 

東京 2022年 9 月 30 日 

清水泰岳，新井勝大，水落建輝，虻川大

樹，清水俊明． 

小児栄養消化器肝臓領域のガイドライ

ン・診療指針の現状小児クローン病の

治療指針改訂． 

第 49回日本小児栄養消

化器肝臓学会 

東京 2022年 10月 1 日 

水落建輝，虻川大樹，清水泰岳，新井勝

大，清水俊明． 

小児栄養消化器肝臓領域のガイドライ

ン・診療指針の現状小児潰瘍性大腸炎

の治療指針最新改訂版のポイント． 

第 49回日本小児栄養消

化器肝臓学会 

東京 2022年 10月 1 日 

南部隆亮，新井勝大，工藤孝広，立花奈

緒，水落建輝，加藤沢子，熊谷秀規，井上

幹大，石毛崇，齋藤武，岩間達，清水俊

明． 

児潰瘍性大腸炎におけるインフリキシ

マブ中止症例の予後日本小児 IBDレジ

ストリ研究． 

第 49回日本小児栄養消

化器肝臓学会 

東京 2022年 10月 1 日 

治山芽生，南部隆亮，萩原真一郎，髙木祐

吾，水落建輝，西澤拓哉，石毛崇，清水泰

岳，工藤孝広,新井勝大，清水俊明，岩間

達. 

小児期発症クローン病に併発する

Orofacialgranulomatosis(OFG)の臨床

的特徴と治療法の検討:多機関共同研

究. 

第 49回日本小児栄養消

化器肝臓学会 

東京 2022年 10月 1 日 

佐藤真教，時田万英，立花奈緒，工藤孝

広，清水俊明，細井賢二. 

当院における Crohn 病の肛門病変の検

討. 

第 49回日本小児栄養消

化器肝臓学会 

東京 2022年 10月 1 日 

吉村良子，工藤孝広，柏木項介，徳島香央

里，時田万英，新井喜康，関口玲子，佐藤

真教，宮田恵理，幾瀨圭，神保圭佑，清水

俊明. 

小児期発症炎症性腸疾患における便中

バイオマーカーの検討. 

第 49回日本小児栄養消

化器肝臓学会 

東京 2022年 10月 1 日 

伊藤夏希，工藤孝広，柏木項介，徳島香央

里，新井喜康，関口玲子，宮田恵理，幾瀨

圭，神保圭佑，清水俊明，江口英孝，岡﨑

康司. 

炎症性腸疾患における全エクソーム解

析により検出された SLCO2A1遺伝子の

バリアントとエピジェネティクス変化

の関与. 

第 49回日本小児栄養消

化器肝臓学会 

東京 2022年 10月 1 日 

徳島香央里，神保圭佑，遠藤佳子，日比生

武蔵，戸田方紀，柏木項介，永田万純，丸

山起三子，伊藤夏希，新井喜康，佐藤真

教，関口玲子，宮田恵理，工藤孝広，清水

俊明. 

インフリキシマブが原因となった抗

ss-DNA抗体陽性薬剤誘発性ループス 2

例と当科における生物学的製剤導入例

の抗 DNA抗体価に関する検討. 

第 49回日本小児栄養消

化器肝臓学会 

東京 2022年 10月 1 日 

日比生武蔵，神保圭佑，遠藤佳子，丸山起

三子，伊藤夏希，新井喜康，幾瀨圭，越智

崇徳，工藤孝広，明本由衣，山高篤行，清

水俊明. 

VEO-IBD と鑑別を要した食物蛋白誘発

胃腸症に腸管穿孔を合併した 1 例. 

第 49回日本小児栄養消

化器肝臓学会 

東京 2022年 10月 1 日 

福田茂孝，神保圭佑，日比生武蔵，丸山起

三子，伊藤夏希，新井喜康，佐藤真教，関

口玲子，宮田恵理，工藤孝広，柏木項介，

清水俊明. 

チオプリン製剤による汎血球減少症を

呈したヘテロの NUDT15 遺伝子変異を

有する潰瘍性大腸炎の 1 例. 

第 49回日本小児栄養消

化器肝臓学会 

東京 2022年 10月 1 日 

西澤拓哉，石毛崇，新井勝大，井上幹大，

加藤沢子，角田文彦，工藤孝広，齋藤武，

佐々木美香，清水泰岳，南部隆亮，清水俊

明． 

日本小児 IBD レジストリにおける小児

期発症クローン病に対する栄養療法の

使用実態最終報告． 

第 49回日本小児栄養消

化器肝臓学会 

東京 2022年 10月 2 日 

日比生武蔵，新井喜康，神保圭佑，福田茂

孝，遠藤佳子，柏木項介，永田万純，丸山

起三子，徳島香央里，佐藤真教，関口玲

子，宮田恵理，工藤孝広，清水俊明. 

直腸周囲膿瘍の治療方針決定に経会陰

超音波検査による Point-of-

careultrasound(POCUS)が有用であっ

た Crohn病の 1例. 

第 7 回日本小児超音波研

究会 

Web 2022年 11月 20 日 
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発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
横山孝二，山本陽子，南部隆亮，萩原真一

郎，虻川大樹，水落建輝，工藤孝広，佐渡

智光，岩田直美，石毛崇，岩間達，熊谷秀

規，新井勝大，清水俊明. 

小児炎症性腸疾患患者におけるベドリ

ズマブの有効性と安全性の検討：多施

設共同研究. 

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

Web 2022年 11月 25 日 

西田大恭，石毛崇，新井勝大，清水泰岳，

岩間達，南部隆亮，国崎玲子，水落建輝，

村越孝次，齋藤武，加藤沢子，工藤孝広，

岩田直美，井上幹大，吉年俊文，萩原真一

郎，戸板成昭，田尻仁，望月貴博，角田文

彦，熊谷秀規，野口篤子，佐々木美香，西

亦繁雄，青松友規，平野友梨，清水俊明． 

小児クローン病のおける生物学的製剤

の長期継続率：日本小児 IBDレジスト

リ研究． 

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

大阪 2022年 11月 25 日 

南部隆亮，新井勝大，工藤孝広，立花奈

緒，国崎玲子，水落建輝，加藤沢子，熊谷

秀規，井上幹大，石毛崇，齋藤武，野口篤

子，吉年俊文，萩原真一郎，岩田直美，西

亦繁雄，角田文彦，田尻仁，日衛嶋栄太

郎，戸板成昭，望月貴博，清水泰岳，岩間

達，平野友梨，清水俊明． 

小児潰瘍性大腸炎におけるインフリキ

シマブ中止症例の経過と予後：日本小

児 IBD レジストリ研究． 

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

大阪 2022年 11月 25 日 

横山孝二，山本陽子，南部隆亮，萩原真一

郎，虻川大樹，水落建輝，工藤孝広，佐渡

智光，岩田直美，石毛崇，岩間達，熊谷秀

規，新井勝大，清水俊明. 

小児炎症性腸疾患患者におけるベドリ

ズマブの有効性と安全性の検討：多施

設共同研究. 

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

大阪 2022年 11月 25 日 

時田万英，清水泰岳，竹内一朗，清水俊

明，新井勝大. 

小児 IBDセンターにおける小児期発症

潰瘍性大腸炎患者に対するゴリムマブ

の使用経験. 

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

大阪 2022年 11月 25 日 

石毛崇，新井勝大，清水泰岳，岩間達，南

部隆亮，国崎玲子，水落建輝，村越孝次，

齋藤武，加藤沢子，工藤孝広，岩田直美，

井上幹大，吉年俊文，萩原真一郎，戸板成

昭，田尻仁，望月貴博，角田文彦，熊谷秀

規，野口篤子，佐々木美香，西亦繫雄，青

松友規，平野友梨，清水俊明． 

小児クローン病患者に対する診断後半

年以内の治療内容：小児 IBDレジスト

リ解析． 

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

大阪 2022年 11月 25 日 

伊藤夏希，工藤孝広，柏木項介，徳島香央

里，時田万英，新井喜康，佐藤真教，関口

玲子，宮田恵理，北村裕梨，幾瀨圭，神保

圭佑，清水俊明，江口英孝，岡﨑康司. 

小児期発症炎症性腸疾患における DNA

メチル化による SLCO2A1 遺伝子の発現

抑制の関与. 

第 67回日本人類遺伝学

会 

横浜 2022年 12月 15 日 

遠藤佳子、神保圭佑、柏木項介、永田万

純、徳島香央里、新井喜康、福嶋健志、宮

田恵理、工藤孝広、清水俊明 

MosaicTurner症候群（TS）に合併した

小腸型 Crohn 病（CD）の１症例 

第 23回日本小児 IBD 研

究会 

福岡 2023年 3 月 4日 

安田亮輔、新井勝大、工藤孝広、南部隆

亮、青松友槻、阿部直紀、垣内俊彦、橋本

邦生、十河剛、高橋美智子、惠谷ゆり、加

藤健、山下裕史朗、光山慶一、水落建輝. 

小児炎症性腸疾患の活動性評価におけ

る血清 LRG と血清カルプロテクチンの

有用性の比較：多施設共同研究. 

第 23回日本小児 IBD 研

究会 

福岡 2023年 3 月 5日 

日衛嶋栄太郎、仁平寛士、村本雄哉、新井

勝大、工藤孝広、岩間達、水落建輝、十河

剛、梶恵美里、清水泰岳、竹内一朗、伊藤

夏希、安田亮輔、乾あやの、惠谷ゆり、西

小森隆太、八角高裕、井澤和司、塩川雅

広、滝田順子． 

小児潰瘍性大腸炎の診断における

Integrinαvβ6 自己抗体の有効性に関

する多施設共同研究． 

第 23回日本小児 IBD 研

究会 

福岡 2023年 3 月 5日 

石毛崇、新井勝大、清水泰岳、岩間達、南

部隆亮、国崎玲子、水落建輝、村越孝次、

齋藤武、加藤沢子、工藤孝広、岩田直美、

井上幹大、吉年俊文、萩原真一郎、戸板成

昭、田尻仁、望月貴博、角田文彦、清水俊

明、日本小児 IBD レジストリ研究グルー

プ． 

小児クローン病患者に対する診断後早

期の治療内容：小児 IBD レジストリ解

析． 

第 23回日本小児 IBD 研

究会 

福岡 2023年 3 月 5日 

西田大恭、石毛崇、新井勝大、清水泰岳、

岩間達、南部隆亮、国崎玲子、水落建輝、

村越孝次、齋藤武、加藤沢子、工藤孝広、

岩田直美、井上幹大、吉年俊文、萩原真一

郎、戸板成昭、田尻仁、望月貴博、角田文

彦、日本小児 IBD レジストリ研究グルー

プ． 

小児クローン病患者における生物学的

製剤の継続率の比較（日本小児 IBD レ

ジストリ研究グループ）． 

第 23回日本小児 IBD 研

究会 

福岡 2023年 3 月 5日 

清水泰岳、南部隆亮、村越孝次、国崎玲

子、工藤孝広、加藤沢子、水落建輝、熊谷

秀規、井上幹大、後藤（平野）友梨、新井

勝大、清水俊明． 

日本小児 IBD レジストリにおける小児

期発症 IBD 患者における成長障害の検

討． 

第 23回日本小児 IBD 研

究会 

福岡 2023年 3 月 5日 
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発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
竹内一朗、柳久美子、高田修治、内山徹、

五十嵐ありさ、本村健一郎、林優佳、長野

直子、松岡諒、杉山弘樹、義岡孝子、斎藤

博久、河合利尚、大矢幸弘、清水俊明、松

本健治、野村伊知郎、要匡、森田英明、新

井勝大． 

リンパ濾胞過形成を伴う好酸球性消化

管疾患の発症に関与する新規 STAT6 機

能獲得型変異． 

第 23回日本小児 IBD 研

究会 

福岡 2023年 3 月 5日 

福嶋健志、神保圭佑、福田茂孝、遠藤佳

子、日比生武蔵、戸田方紀、柏木項介、永

田万純、丸山起三子、伊藤夏希、徳島香央

里、新井喜康、吉村良子、宮田恵理、工藤

孝広、大塚宜一、清水俊明． 

炎症性腸疾患に合併した尿路結石症に

おける検討． 

第 23回日本小児 IBD 研

究会 

福岡 2023年 3 月 5日 

野村智実、横尾実華子、竹内一朗、清水泰

岳、遠藤数江、来生奈巳子、新井勝大． 

超早期発症型炎症性腸疾患の 5 幼児例

における両親のメンタルヘルスと QOL

の検討． 

第 23回日本小児 IBD 研

究会 

福岡 2023年 3 月 5日 

遠藤佳子、神保圭佑、柏木項介、永田万

純、徳島香央里、新井喜康、福嶋健志、宮

田恵理、工藤孝広、清水俊明 

MosaicTurner症候群（TS）に合併した

小腸型 Crohn 病（CD）の１症例 

第 23回日本小児 IBD 研

究会 

福岡 2023年 3 月 4日 

安田亮輔、新井勝大、工藤孝広、南部隆

亮、青松友槻、阿部直紀、垣内俊彦、橋本

邦生、十河剛、高橋美智子、惠谷ゆり、加

藤健、山下裕史朗、光山慶一、水落建輝. 

小児炎症性腸疾患の活動性評価におけ

る血清 LRG と血清カルプロテクチンの

有用性の比較：多施設共同研究. 

第 23回日本小児 IBD 研

究会 

福岡 2023年 3 月 5日 

日衛嶋栄太郎、仁平寛士、村本雄哉、新井

勝大、工藤孝広、岩間達、水落建輝、十河

剛、梶恵美里、清水泰岳、竹内一朗、伊藤

夏希、安田亮輔、乾あやの、惠谷ゆり、西

小森隆太、八角高裕、井澤和司、塩川雅

広、滝田順子． 

小児潰瘍性大腸炎の診断における

Integrinαvβ6 自己抗体の有効性に関

する多施設共同研究． 

第 23回日本小児 IBD 研

究会 

福岡 2023年 3 月 5日 

石毛崇、新井勝大、清水泰岳、岩間達、南

部隆亮、国崎玲子、水落建輝、村越孝次、

齋藤武、加藤沢子、工藤孝広、岩田直美、

井上幹大、吉年俊文、萩原真一郎、戸板成

昭、田尻仁、望月貴博、角田文彦、清水俊

明、日本小児 IBD レジストリ研究グルー

プ． 

小児クローン病患者に対する診断後早

期の治療内容：小児 IBD レジストリ解

析． 

第 23回日本小児 IBD 研

究会 

福岡 2023年 3 月 5日 

西田大恭、石毛崇、新井勝大、清水泰岳、

岩間達、南部隆亮、国崎玲子、水落建輝、

村越孝次、齋藤武、加藤沢子、工藤孝広、

岩田直美、井上幹大、吉年俊文、萩原真一

郎、戸板成昭、田尻仁、望月貴博、角田文

彦、日本小児 IBD レジストリ研究グルー

プ． 

小児クローン病患者における生物学的

製剤の継続率の比較（日本小児 IBD レ

ジストリ研究グループ）． 

第 23回日本小児 IBD 研

究会 

福岡 2023年 3 月 5日 

清水泰岳、南部隆亮、村越孝次、国崎玲

子、工藤孝広、加藤沢子、水落建輝、熊谷

秀規、井上幹大、後藤（平野）友梨、新井

勝大、清水俊明． 

日本小児 IBD レジストリにおける小児

期発症 IBD 患者における成長障害の検

討． 

第 23回日本小児 IBD 研

究会 

福岡 2023年 3 月 5日 

竹内一朗、柳久美子、高田修治、内山徹、

五十嵐ありさ、本村健一郎、林優佳、長野

直子、松岡諒、杉山弘樹、義岡孝子、斎藤

博久、河合利尚、大矢幸弘、清水俊明、松

本健治、野村伊知郎、要匡、森田英明、新

井勝大． 

リンパ濾胞過形成を伴う好酸球性消化

管疾患の発症に関与する新規 STAT6 機

能獲得型変異． 

第 23回日本小児 IBD 研

究会 

福岡 2023年 3 月 5日 

福嶋健志、神保圭佑、福田茂孝、遠藤佳

子、日比生武蔵、戸田方紀、柏木項介、永

田万純、丸山起三子、伊藤夏希、徳島香央

里、新井喜康、吉村良子、宮田恵理、工藤

孝広、大塚宜一、清水俊明． 

炎症性腸疾患に合併した尿路結石症に

おける検討． 

第 23回日本小児 IBD 研

究会 

福岡 2023年 3 月 5日 

野村智実、横尾実華子、竹内一朗、清水泰

岳、遠藤数江、来生奈巳子、新井勝大． 

超早期発症型炎症性腸疾患の 5 幼児例

における両親のメンタルヘルスと QOL

の検討． 

第 23回日本小児 IBD 研

究会 

福岡 2023年 3 月 5日 

遠藤佳子、神保圭佑、柏木項介、永田万

純、徳島香央里、新井喜康、福嶋健志、宮

田恵理、工藤孝広、清水俊明 

MosaicTurner症候群（TS）に合併した

小腸型 Crohn 病（CD）の１症例 

第 23回日本小児 IBD 研

究会 

福岡 2023年 3 月 4日 

NomaruR,IshibashiH,Yi-

LingKo,ShibataM,YamashimaT,YasudaH,Ima

kiireS,SakisakaH,MatsuokaS,KunoN,AbeK,

FunakoshiS,IshidaY,HiraiF. 

NewlyOnsetofUlcerativeColitisafter

SARS-Cov-2Vaccination:ACaseReport 
The10thAnnualMeetingof

AsianOrganizationforCr

ohn's&Colitis(AOCC) 

Web 開催 2022年 6 月 16 日-18

日 
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ImakiireS,Yi-

LingKo,ShibataM,NomaruR,YamashimaT,Yas

udaH,SakisakaH,MatsuokaS,KunoN,AbeK,Is

hibashiH,FunakoshiS,IshidaY,AshizukaS,

HiraiF. 

ProspectiveStudyofPredictiveFactor

sofMucosalHealinginInflammatoryBow

elDiseaseUndergoingAnti-TNF- α

AntibodyTherapy 

The10thAnnualMeetingof

AsianOrganizationforCr

ohn's&Colitis(AOCC) 

Web 開催 2022年 6 月 16 日-18

日 

YamashimaT,Yi-

LingKo,ShibataM,NomaruR,ImakiireS,Yasu

daH,SakisakaH,MatsuokaS,KunoN,AbeK,Fun

akoshiS,IshidaY,IshibashiH,AshizukaS,H

iraiF. 

Twocasesoffamilialmediterraneanfev

erassociatedenterocolitiswithinter

esting 

endoscopicfindings. 

The10thAnnualMeetingof

AsianOrganizationforCr

ohn's&Colitis(AOCC) 

Web 開催 2022年 6 月 16 日-18

日 

HiraiF,SéverineVermeire,AlessandraOort

wijn,BrianG.Feagan,ChoheeYun,JieZhang,

LaurentPeyrin-

Biroulet,MarcFerrante,SilvioDanese 

Earlyachievementofpartialmayoscore

remissionandIBDQnormalizationinpat

ientswithUlcerativeColitistreatedw

ithfilgotinibinselection. 

The10thAnnualMeetingof

AsianOrganizationforCr

ohn's&Colitis(AOCC) 

Web 開催 2022年 6 月 16 日-18

日 

平井郁仁 本邦の treattotarget確立を目指して 第 19回日本消化管学会

総会学術集会 

京王プラザ

ホテル 
2023年 2 月 3日-4日 

齋藤大祐、平井郁仁、久松理一 Linkedcolorimaging による潰瘍性大腸

炎内視鏡観察～組織所見を反映する内

視鏡評価スケールの確立（SOULStudy）

～ 

第 103 回日本消化器内視

鏡学会総会 

国立京都国

際会館 

2022年 5 月 13 日-15

日 

柴田衛、久能宣昭、船越禎広、柯懿玲、能丸

遼平、今給黎宗、保田秀生、山嶋友実、向坂

秀人、松岡賢、阿部光市、石田祐介、石橋英

樹、平井郁仁 

当院における潰瘍性大腸炎に対するウ

ステキヌマブの使用成績 

第 119 回日本消化器病学

会九州支部例会 

ホテルグラ

ンデはがく

れ 

2022年 6 月 24 日-25

日 

武田輝之、西俣伸亮、藤岡審、古田陽輝、酒

見亮介、鶴岡ななえ、都甲和美、金城福則、

阿部光市、上村修司、江﨑幹宏、平井郁仁、

八尾建史 

クローン病の小腸病変における小腸カ

プセル内視鏡と便中カルプロテクチン

の相関 

第 119 回日本消化器病学

会九州支部例会 

ホテルグラ

ンデはがく

れ 

2022年 6 月 24 日-25

日 

別府剛志、平井郁仁、中川勇人、大津健聖、

武田輝之、安川重義、高津典孝、久部高司、

植木敏晴、八尾建史 

潰瘍性大腸炎患者において 5-ASA製剤

の服薬遵守は寛解維持率を向上する−
前向きアンケート調査より− 

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

梅田サウス

ホール 

2022年 11月 25 日-26

日 

小林拓、日比紀文、松岡克善、渡辺守、久松

理一、平井郁仁、TrevorLissoos、Xingyuan

Li、VipinArora、石塚智子、里井洋一、Cat

herineMilch、GeertD'Haens、BruceE.Sand

s 

Mirikizumab（抗 IL-23p19抗体）の日本

人を含む潰瘍性大腸炎患者での第 3 相

寛解導入試験 

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

梅田サウス

ホール 

2022年 11月 25 日-26

日 

小林拓、松岡克善、渡辺守、久松理一、平井

郁 仁 、 KathyKrueger 、 TrevorLissoos 、

NathanMorris、VipinArora、石塚智子、里井

洋一、CatherineMilch、MarlaC.Dubinsky、

BruceE.Sands 

Mirikizumab（抗 IL-23p19抗体）の日本

人を含む潰瘍性大腸炎患者での第 3 相

維持療法試験 

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

梅田サウス

ホール 

2022年 11月 25 日-26

日 

東大二郎,入江久世,眞木俊光,草場裕之,是

枝寿彦,平野陽介,甲斐田大貴,川元真,薦野

晃,髙橋宏幸,坂本良平,柴田亮輔,宮坂義

浩,渡部雅人 

クローン病に対するダルバドストロセ

ルの治療効果 

第 26回日本バイオ治療

法学会学術集会 

大阪国際会

議場 

2022年 12月 10 日 

東大二郎 クローン病に合併した小腸悪性腫瘍の

診断と治療 

第 77回日本大腸肛門病

学会学術集会 

幕張メッセ 2022年 10月 15 日 

東大二郎,川元真,大宮俊啓,薦野晃,森下麻

理奈,柴田亮輔,宮坂義浩,久部高司,二村

聡,渡部雅人 

小腸癌を合併したクローン病症例 第 77回日本消化器外科

学会総会 

ハイブリッ

ド開催（パ

シフィコ横

浜＋WEB 配

信） 

2022年 7 月 20 日 

川元真,東大二郎,甲斐田大貴,大宮俊啓,上

床崇吾,薦野晃,坂本良平,柴田亮輔,宮坂義

浩,渡部雅人 

術前好中球/リンパ球比(NLR)のクロー

ン病手術における有用性の検討 

第 77回日本消化器外科

学会総会 

ハイブリッ

ド開催（パ

シフィコ横

浜＋WEB 配

信） 

2022年 7 年 20 日 

東大二郎,森下麻理奈,是枝寿彦,平野陽介,

甲斐田大貴,大宮俊啓,上床崇吾,川元真,薦

野晃,坂本良平,柴田亮輔,宮坂義浩,渡部雅

人 

クローン病の治療経過から外科治療の

介入時期を考える 

第 122 回日本外科学会定

期学術集会 

Web開催 2022年 4 月 15 日 

IshiharaS Advancedintheoutcomesofsurgicalthe

rapyforulcerativecolitis-

associateddeoplasia 

InternationalAssociati

onofSurgeons,Gastroent

erologistsandOncologis

ts 

Fukuoka,Jap

an 

2022年 10月 26 日 

IshiharaS Specificthemeofthetalk:Surgicalman

agementofUCAN 

The10thAnnualMeetingof

AsianOrganizationforCr

ohn's&Colitis(AOCC202

2) 

Web 2022年 6 月 17 日 
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品川貴秀、小松更一、津島辰也、野口竜

剛、園田洋史、吉岡佑一郎、永井雄三、阿

部真也、松崎裕幸、横山雄一郎、江本成

伸、室野浩司、佐々木和人、野澤宏彰、杉

原健一、味岡洋一、石原聡一郎 

潰瘍性大腸炎関連若年者大腸癌の臨床

病理学的検討：大腸癌研究会プロジェ

クト研究の副次解析

第 98回大腸癌研究会 東京 2023年 1 月 27 日 

品川貴秀、江本成伸、園田洋史、吉岡佑一

郎、永井雄三、阿部真也、松崎裕幸、横山

雄一郎、室野浩司、佐々木和人、野澤宏

彰、石原聡一郎 

潰瘍性大腸炎関連大腸癌に対する腹腔

鏡手術の治療成績 

第 35 回日本内視鏡外科

学会総会 

名古屋 2022年 12月 10 日 

小松更一、品川貴秀、畑啓介、園田洋史、

吉岡佑一郞、永井雄三、阿部真也、松崎裕

幸、横山雄一郎、江本成伸、室野浩司、

佐々木和人、野澤宏彰、石原聡一郎 

潰瘍性大腸炎の発癌高リスク群予測に

おける、RUNX3 の免疫染色による評価

の有用性 

第 13 回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

大阪 2022年 11月 25 日 

品川貴秀、江本成伸、園田洋史、吉岡佑一

郎、永井雄三、阿部真也、松崎裕幸、横山

雄一郎、室野浩司、佐々木和人、野澤宏

彰、石原聡一郎 

潰瘍性大腸炎関連大腸癌に対する腹腔

鏡手術の治療成績 

第 84 回日本臨床外科学

会総会 

福岡 2022年 11月 25 日 

谷公孝、板橋道朗、小川真平、番場嘉子、

池内浩基、内野基、岡林剛史、二見喜太

郎、石原聡一郎、大毛宏喜、田中信治、永

原央、渡辺和宏、岡本欣也、大北喜基 

Coliticcancer に対する腹腔鏡下手術

の長期治療成績 

第 84 回日本臨床外科学

会総会 

福岡 2022年 11月 25 日 

江本成伸、佐々木毅、石原聡一郎 潰瘍性大腸炎関連癌/dysplasia の病理

診断における人工知能（AI）の活用の

試み 

第 30回日本消化器関連

学会週間

（JDDW2022FUKUOKA） 

福岡 2022年 10月 29 日 

星野伸晃、上野剛平、吉田真也、肥田侯

矢、小濱和貴、野口竜剛、石原聡一郎、味

岡洋一 

大腸癌合併潰瘍性大腸炎症例における

術後合併症は予後の悪化につながる 

第 30回日本消化器関連

学会週間

（JDDW2022FUKUOKA） 

福岡 2022年 10月 28 日 

内野基、池内浩基、石原聡一郎 炎症性腸疾患関連大腸癌の病期と組織

型の変化 

第 30回日本消化器関連

学会週間

（JDDW2022FUKUOKA） 

福岡 2022年 10月 27 日 

小松更一、室野浩司、石原聡一郎 炎症性腸疾患関連大腸癌/dyplasia の

特徴と成績の時代的変遷：多施設後ろ

向きデータベース研究 

第 30回日本消化器関連

学会週間

（JDDW2022FUKUOKA） 

福岡 2022年 10月 27 日 

品川貴秀、安西紘幸、園田洋史、吉岡佑一

郞、永井雄三、阿部真也、松崎裕幸、横山

雄一郎、江本成伸、室野浩司、佐々木和

人、野澤宏彰、石原聡一郎 

潰瘍性大腸炎関連大腸癌の診断におけ

るサーベイランス内視鏡の有用性の検

討 

第 77回日本大腸肛門病

学会学術集会 

千葉 2022年 10月 15 日 

江本成伸、野澤宏彰、佐々木和人、室野浩

司、松崎裕幸、横山雄一郎、阿部真也、永

井雄三、吉岡佑一郞、品川貴秀、園田洋

史、石原聡一郎 

潰瘍性大腸炎急性増悪に対する腹腔鏡

下結腸亜全摘術の安全性の検討 

第 77回日本大腸肛門病

学会学術集会 

千葉 2022年 10月 15 日 

小松更一、安西紘幸、阿部真也、園田洋

史、品川貴秀、吉岡佑一郞、永井雄三、松

崎裕幸、横山雄一郎、江本成伸、室野浩

司、佐々木和人、川合一茂、野澤宏彰、石

原聡一郎 

潰瘍性大腸炎手術例における術前

PrognosticNutritionalIndex と初回手

術術式選択および周術期合併症との関

連の検討 

第 77回日本大腸肛門病

学会学術集会 

千葉 2022年 10月 14 日 

江本成伸、野澤宏彰、川合一茂、佐々木和

人、室野浩司、小澤毅士、横山雄一郎、阿

部真也、永井雄三、石原聡一郎 

潰瘍性大腸炎に対する鏡視下 IPAA〜

手術手技・成績と今後の課題 

第 77回日本消化器外科

学会総会 

横浜 2022年 7 月 21 日 

野澤宏彰、川合一茂、佐々木和人、江本成

伸、室野浩司、小澤毅士、横山雄一郎、阿

部真也、永井雄三、石原聡一郎 

抗体製剤時代の潰瘍性大腸炎に対する

大腸全摘・肛門温存手術ー腹腔鏡下/ロ
ボット支援下手術の meritー

第 77回日本消化器外科

学会総会 

横浜 2022年 7 月 20 日 

岸川純子、野澤宏彰、石原聡一郎 潰瘍性大腸炎手術症例における術前治

療と周術期感染性合併症についての検

討 

第 108 回日本消化器病学

会総会 

東京（ハイ

ブリッド） 

2022年 4 月 22 日 

野口竜剛、佐々木毅、石原聡一郎 人工知能（AI）による潰瘍性大腸炎関

連癌/dysplasia の HE 標本からの p53
免疫染色結果の予測 

第 108 回日本消化器病学

会総会 

東京（ハイ

ブリッド） 

2022年 4 月 21 日 

谷公孝、小川真平、板橋道朗、内野基、池

内浩基、岡林剛史、大毛宏喜、田中信治、

二見喜太郎、渡辺和宏、永原央、大北喜

基、島田能史、水内祐介、岡本欣也、山田

一隆、肥田侯矢、佐藤雄、石原聡一郎、味

岡洋一 

UCassociatedneoplasm(UCAN)に対する

腹腔鏡下手術の長期成績 

第 122 回日本外科学会定

期学術集会 

熊本 2022年 4 月 15 日 

野口竜剛、安藤巧、江本成伸、園田洋史、

安西紘幸、永井雄三、阿部真也、小澤毅

士、横山雄一郎、岸川純子、室野浩司、

佐々木和人、川合一茂、野澤宏彰、佐々木

毅、石原聡一郎 

人工知能(AI)を用いた潰瘍性大腸炎関

連癌/dys-plasiaの HE 標本からの p53

免疫染色の予測 

第 122 回日本外科学会定

期学術集会 

熊本 2022年 4 月 14 日 
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発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
德冨佑太郎，本澤有介，佐野泰樹，深田憲

将，長沼誠 

潰瘍性大業炎に対する治療薬剤におけ

る寛解導入療法の比較検討について 

日本消化器病学会近畿支

部第 118回例会 

京都みやこ

めっせ 

2023年 1 月 21 日 

  

桝田昌隆，池浦司，高岡亮，長沼誠 

  

ERCP による胆管狭窄の良悪性診断・新

規スコアリングシステムの構築とその

妥当性の検討 

日本消化器病学会近畿支

部第１１8回例会 

京都みやこ

めっせ 

  

2023年 1 月 21 日 

 

  
宋樹亨，折野匡洋，松本浩尚，佐々木浩太

郎，笠井健史，斎藤夏子,堀谷俊介，山階

武，光山俊行，武尾真宏，住本貴美，島谷

昌明，長沼誠 

腸管感染症との鑑別に難渋した Crohn

病の一例 

  

日本消化器病学会近畿室

第１１８回例会 

  

京都みやこ

めっせ 

 

  

2023年 1 月 21 日 

 

 

  
本澤有介，佐野泰樹，西紋周平，中村尚

広，深田憲将，福井寿朗，長沼誠 

FITと LRGを用いた寛解期潰瘍性大腸

炎の長期予後の検討について 

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

大阪梅田サ

ウスホール 

2022年 11月 26 日 

  
福田知広,青木康浩,清原裕貴,横山歩,中澤

敦,吉松裕介,杉本真也,南木康作,三上洋

平,福原佳代子,水野慎太,筋野智久,牟田口

真,高林馨,諸星雄一,細田泰雄,緒方晴彦,

岩男泰,長沼誠,金井隆典 

内視鏡 Mayoスコア 1 の潰瘍性大腸炎

患者に対する経口 5-ASA 製剤の増量は

臨床的再燃を抑制する 

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

 

  

大阪梅田サ

ウスホール 

 

 

  

2022年 11月 26 日 

 

 

 

 

西紋周平，中村尚広，本澤有介，深田憲将，

長沼誠  

FIT と LRG を用いた寛解期潰瘍性大腸

炎における再燃予測の検討  

第 109 回日本消化器病学

会近畿支部例会  

京都京都リ

サーチパー

ク 

2022年 11月 5 日 

 

  

四十万谷卓也，田原智満,高橋悠,西紋周

平,松本泰司,中村尚広,鈴木亮,長沼誠  

早期胃癌の範囲診断における色素併用

TextureandColorEnhancementImaging

（TXI）拡大観察の推奨選択 

JDDW2022（消化器病学

会）  

福岡 

 

  

2022年 10月 28 日 

 

  
高折綾香，池浦司，中丸洸，枡田昌隆，伊

藤嵩志，中山新士，橋本大輔，里井壮平，

長沼誠 

膵癌に対する術前化学療法と腸内細菌

叢の関連  

JDDW2022（消化器病学

会）  

福岡 

 

  

2022年 10月 28 日 

 

  
長沼誠[共同演者] 

横浜市立大市民総合医療センター・炎症性

腸疾患センター国崎玲子 

杏林大・消化器内科久松理一 

多施設コホート研究による潰瘍性大腸

炎入院例に対する各種治療法の評価 

  

JDDW2022（JDDW・消化器

外科学会・消化器病学

会・消化器内視鏡学会）  

福岡 

 

 

  

2022年 10月 27 日 

 

 

  

中山新士,池浦司,高折香,桝田昌隆,伊藤嵩

志,中丸洸高岡亮,長沼誠  

膵癌に対して先端形状が異なる穿刺で

口径別に比較検討した EUS-FNB 診断の

検討 

JDDW2022（消化器内視鏡

学会）  

福岡 

  

2022年 10月 27 日 

 

  
伊藤嵩志、池浦司、中丸洸桝田昌隆、中山

新士、島谷昌明、高岡亮、長沼誠、岡崎和

一 

3 年以上ステロイド投与で再燃がなか

った１型自己免疫性膵炎の検討  

JDDW2022（消化器病学

会）  

福岡 

 

  

2022年 10月 27 日 

 

  
佐野泰樹,西紋周平,深田憲将,福井寿朗,長

沼誠 

潰瘍性大腸炎各種治療の寛解率を高め

るための工夫 

JDDW2022（消化器病学

会） 

福岡 

  

2022年 10月 27 日 

  
四十万谷卓也，田原智満，長沼誠 

 

 

 

 

  

EvolutionofDNAmethylomefromBarrett

'sesophagustoadenocarcinomaandthei

rmagnifyingnarrow-bandimagingfeatu

res 

  

JDDW2022(International

Session（Symposium）

1(消化器病学会・消化器

内視鏡学会・消化器外科

学会・消化器がん検診学

会) 

福岡福岡国

際会議場 

 

 

  

2022年 10月 27 日 

 

 

 

  

細田晃暉，中村尚広，宋樹亨，德冨佑太

郎，関谷幸佑，大津拓也，上森淳史，西紋

周平，小林三四郎，松本泰司，鈴木亮，高

橋悠，田原智満，長沼誠 

健康成人に発症した単純ヘルペス食道

炎の一例 

  

日本消化器病学会近畿支

部第 117回例会 

  

大阪大阪国

際交流セン

ター  

2022年 10月 8 日 

 

  

大津拓也，伊藤嵩志，池浦司，長沼誠 

  

I 型自己免疫性膵炎における FDGーPET

検査の意義  

日本消化器病学会近畿支

部第 117回例会  

大阪大阪国

際交流セン

ター 

2022 年７月 28 日 

  

浦上富生、長沼誠  
平坦な浸潤性腫瘍を形成する大腸炎関

連癌の新規マウスモデルの確立 

第 59回日本消化器免疫

学会総会 
大阪  2022年 7 月 28 日  

長沼誠  
炎症性腸疾患治療指針・ガイドライン

改訂のポイント 

第 128 回日本消化器内視

鏡学会中国支部例会 
広島  2022年 7 月 3日  

池宗真美，内田一茂，津久田諭，池浦司，

伊藤嵩志，光山俊行，福井寿朗，長沼誠，

岡崎和一 

膵臓の慢性炎症における自然リンパ球

の関与について  

第 39回日本胆膵病態・

生理研究会  

福岡市 

  

2022年 6 月 18 日 

  

高折綾香，池浦司，中丸洸，伊藤嵩志，桝

田昌隆，中山新士，島谷昌明，高岡亮，長

沼誠 

膵癌リスク因子を有する患者に対する

定期的サーベイランスの前向き観察研

究 

第 39回日本胆膵病態・

生理研究会  

福岡市 

  

2022年 6 月 18 日 

  

高橋悠，西紋周平，松本泰司，田原智満，

長沼誠  

TXI（TextureandColorEnhancement）

を用いた十二指腸観察 

第 108 回日本消化器内視

鏡学会近畿支部例会 
京都  2022年 6 月 11 日  

小林三四郎，深田憲将，鈴木亮，佐野泰

樹，長沼誠 

原因不明消化管出血に対するカプセル

内視鏡の検討 

第 108 回日本消化器内視

鏡学会近畿支部例会 
京都  2022年 6 月 11 日  

深田憲将，鈴木亮，長沼誠  
カプセル内視鏡検査で診断した小腸外

病変の検討 

第 103 回日本消化器内視

鏡学会総会 
京都  2022年 5 月 14 日  
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伊藤嵩志、池浦司、中丸洸、桝田昌隆、中

山新士、島谷昌明、内田一茂、高岡亮、岡

崎和一、長沼誠 

 

  

IgG4 関連疾患の診断・治療における胆

膵内視鏡の現状と問題点」 

黄疸を伴う 1 型自己免疫性膵炎に対す

る内視鏡的経鼻胆管ドレナージチュー

ブ留置下のステロイド投与の有用性 

第 103 回日本消化器内視

鏡学会総会 

 

  

京都 

 

 

  

2022年 5 月 13 日 

 

 

  

佐野泰樹,深田憲将,長沼誠  
潰瘍性大腸炎内視鏡活動度の相違によ

る各種治療法の有効性の比較 

第 103 回日本消化器内視

鏡学会総会 
京都  2022年 5 月 13 日  

池浦司，高折綾香，桝田昌隆，中丸洸，伊

藤嵩志，光山俊行，中山新士，島谷昌明，

高岡亮，長沼誠 

肥満は急性膵炎の重症化に関連する

か？ERCP 後膵炎を対象とした検討  

第 108 回日本消化器病学

会総会  

東京 

  

2022年 4 月 23 日 

  

田原智満，高橋悠，長沼誠 

 

  

消化管病変における

TextureandColorEnhancementImaging

内視鏡（TXI)の有用性～上部消化管を

中心に～ 

第 108 回日本消化器病学

会総会 

  

東京 

 

  

2022年 4 月 22 日 

 

  

小林三四郎，富山尚，長沼誠 

  

癌細胞由来細胞外小胞の多量反復投与

は制御性 T 細胞のフェノタイプと腫瘍

増殖を抑制する 

第 108 回日本消化器病学

会総会  

東京 

  

2022年 4 月 22 日 

  

福井寿朗，堀谷俊介，長沼誠  
pSmad2/3L-Thr 発現に着目した食道腫

瘍の発癌・進展機構解析と臨床応用 

第 108 回日本消化器病学

会総会 
東京  2022年 4 月 21 日  

江﨑幹宏,坂田資尚,大森鉄平,渡辺憲治,武

田輝之,佐上晋太郎,鳥巣剛弘,山本章二朗,

志賀永嗣,安藤勝祥,久松理一 

クローン病術後再発評価におけるカプ

セル内視鏡検査の位置付けを考える-

全国多施設前向きコホート研究のデー

タ- 

第 16回日本カプセル内

視鏡学会学術集会 

東京 2023年 2 月 5日 

髙橋賢一、羽根田祥、成島陽一、松村直

樹、野村良平、本山一夫、小野翼、斎藤

匠、佐藤馨、徳村弘実 

炎症性腸疾患に対する低侵襲手術：開

腹 vs 腹腔鏡クローン病に対する腹腔

鏡手術の至適な適応の検討 

第 35回日本内視鏡外科

学会総会 

名古屋市 2022年 12月 10 日 

髙橋賢一、羽根田祥、徳村弘実、成島陽

一、松村直樹、野村良平、本山一夫、小野

翼、斎藤匠、佐藤馨 

回腸ストーマ閉鎖術における切開創

SSI予防策とその成果 
第 35回日本外科感染症

学会総会学術集会 

倉敷市 2022年 11月 8 日 

髙橋賢一、羽根田祥 治療抵抗性クローン病に対する腹腔鏡

手術の至適な適応の検討 
第 64回日本消化器病学

会大会(JDDW2022) 
福岡市 2022年 10月 27 日 

髙橋賢一、羽根田祥、小島康弘、白木学、

徳村弘実、成島陽一、松村直樹、野村良

平、本山一夫、斎藤匠、小野翼、佐藤馨、

舟山裕士 

開腹移行リスクより検討したクローン

病に対する腹腔鏡手術の適応について 

第 77回日本大腸肛門病

学会学術集会 

千葉市 2022年 10月 14 日 

髙橋賢一、羽根田祥、徳村弘実、成島陽

一、松村直樹、野村良平、本山一夫、平嶋

倫亮、小野翼、佐藤馨 

合併症の低減を目指した潰瘍性大腸炎

に対する回腸肛門吻合術の工夫 

第 77回日本消化器外科

学会総会 

横浜市 2022年 7 月 21 日 

髙橋賢一、羽根田祥、徳村弘実、成島陽

一、松村直樹、野村良平、本山一夫、斎藤

匠、平嶋倫亮、佐藤馨、小野翼 

炎症性腸疾患に対する外科治療開腹移

行のリスク因子からみたクローン病に

対する腹腔鏡手術の至適な適応の検討 

第 122 回日本外科学会定

期学術集会 

熊本市 2022年 4 月 15 日 

内田恵一、小池勇樹、松下航平、長野由

佳、佐藤友紀、東浩輝、毛利靖彦、田口智

章、問山裕二 

非特異性多発性小腸潰瘍症の新診断基

準案 
第１２２回日本外科学会

定期学術集会 
熊本 2022年 4 月 14 日 

K. Watanabe , L. Peyrin-Biroulet , S. 

Danese , K. Emoto , Y. Fujitani , F.-

O. Le-Brun , A. Oortwijn , T. Ueno , 

J.O. Lindsay , G. Rogler , T. Hibi 

Impact of concomitant thiopurine on 

the efficacy and safety of 

filgotinib treatment in patients 

with ulcerative colitis: post hoc 

analysis of the phase 2b/3 

SELECTION study 

UEG (United European 

Gastroenterology) Week 

2022 

Vienna 2022年 10月 21 日 

K. Watanabe, T. Hisamatsu, H. Nakase, 

K. Nagase, M. Matsuura, N. Aoyama, T. 

Kobayashi, H. Sakuraba, K. Yokoyama, M. 

Nishishita, M. Esaki, F. Hirai, M. 

Nagahori, S. Nanjo, T. Omori, S. 

Tanida, Y. Yokoyama, K. Moriya, 

Maemoto, O. Handa, N. Ohmiya, S. 

Shinzaki, S. Kato, H. Tanaka, T. 

Uraoka, N. Takatsu, H. Suzuki, K. 

Takahashi, J. Umeno, Y. Mishima, K. 

Tsuchida, M. Fujiya, S. Hiraoka, S. 

Yamamoto, M. Saruta, M. Nojima, A. 

Andoh 

Japan prospective multicenter study 

for optimization of COVID-19 

vaccinations based on the immune 

response and safety profile in 

Inflammatory Bowel Disease 

patients: Interim analyses of the 

J-COMBAT trial 

Digestive Disease Week 

2022 

San Diego 2022年 5 月 24 日 

八木聡一， 渡辺憲治， 池ノ内真衣子，佐

藤寿行，河合幹夫，上小鶴孝二，横山陽子， 

新﨑信一郎 

小腸カプセル内視鏡検査による Crohn

病小腸病変に対する Treat-to-Target

診療 

第 19回日本消化管学会

総会学術集会、第 16 回

カプセル内視鏡学会学術

集会 

東京 
 

2023年 2 月 4日 
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大森鉄平、大宮直木、渡辺憲治、平井郁仁 パテンシーカプセルの有害事象に関す

る全国多施設共同研究：クローン病と

非クローン病の比較 

第 19回日本消化管学会

総会学術集会、第 16 回

カプセル内視鏡学会学術

集会 

東京 
 

2023年 2 月 4日 

池ノ内真衣子、渡辺憲治、八木聡一、佐藤

寿行、河合幹夫、上小鶴孝二、横山陽子、新

崎信一郎、我妻康平、仲瀬裕志 

MEFV 遺伝子関連腸炎症例における治

療目標の検討 

第 19 回日本消化管学会

総会学術集会 

東京 
 

2023年 2 月 3日 

賀来宏司、上小鶴孝ニ、渡辺憲治、新﨑新

一郎 

クローン病に対するベドリズマブの有

効性と外科的アウトカムの検討 

日本消化器病学会近畿支

部第 118 回例会 

京都 

 

2023年 1 月 21 日 

八木聡一，渡辺憲治，新﨑信一郎 複数回のカプセル内視鏡検査による

Crohn 病小腸病変評価の意義 

第 109 回日本消化器内視

鏡学会近畿支部例会 

京都 

 

2022年 11月 5 日 

上小鶴孝二、河合幹夫、渡辺憲治 Treat to Target 戦略におけるクローン

病小腸病変画像診断の検討 

JDDW2022 

 

福岡 

 

2022年 10月 29 日 

佐藤寿行、上小鶴孝二、渡辺憲治 クローン病合併短腸症候群の病態にお

ける teduglutide 治療の検討 

JDDW2022 

 

福岡 

 

2022年 10月 28 日 

佐藤寿行、藤平雄太郎、志水和麻、横山惠

子、池ノ内真衣子、河合幹夫、上小鶴孝二、

横山陽子、渡辺憲治 

クローン病における直腸肛門管癌の臨

床的検討 

第 77回日本大腸肛門病

学会学術集会 

千葉 

 

2022年 10月 15 日 

上小鶴孝二、佐藤寿行、横山陽子、渡辺憲

治 

クローン病に対するベドリズマブの有

効性と外科的アウトカムの検討 

第 77回日本大腸肛門病

学会学術集会 

千葉 

 

2022年 10月 15 日 

横山陽子、佐藤寿行、河合幹夫、上小鶴孝

二、渡辺憲治 

難 治 性 潰 瘍 性 大 腸 炎 に お け る

tacrolimus 投与後の生物学的製剤追加

の有効性 

第 77回日本大腸肛門病

学会学術集会 

千葉 

 

2022年 10月 14 日 

池ノ内真衣子、高嶋祐介、上小鶴孝二、横

山陽子、渡辺憲治 

MEFV 遺伝子関連腸炎における小腸内視

鏡検査の検討 

第 108 回 日本消化器内

視鏡学会 近畿支部例会 

京都 

 

2022年 6 月 11 日 

Kamikozuru K, Sato T, Watanabe K The efficacy of endoscopic 

monitoring after endoscopic balloon 

dilation in patients with Crohn’s 

disease 

The 103rd Congress of 

the Japan 

Gastroenterological 

Endoscopy Society & 

The 3rd World Congress 

of GI Endoscopy 

京都 

 

2022年 5 月 14 日 

高嶋祐介、我妻康平、渡辺憲治 MEFV 遺伝子関連腸炎における内視鏡検

査の意義の検討 
第 103 回 日本消化器内

視鏡学会総会 
京都 

 
2022年 5 月 14 日 

佐藤寿行、上小鶴孝二、渡辺憲治 クローン病直腸肛門管癌の臨床および

内視鏡的検討 
第 103 回 日本消化器内

視鏡学会総会 
京都 

 
2022年 5 月 14 日 

小島健太郎 河合幹夫 渡辺憲治 潰瘍性大腸炎トファシチニブ治療にお

ける内視鏡的評価の意義 
第 103 回 日本消化器内

視鏡学会総会 
京都 

 
2022年 5 月 13 日 

高嶋祐介、我妻康平、渡辺憲治 診療困難炎症性腸疾患症例における

MEFV 遺伝子解析の意義 
第 108 回日本消化器病学

会総会 
東京 

 
2022年 4 月 22 日 

横山陽子、河合幹夫、渡辺憲治 難治性潰瘍性大腸炎における作用機序

に基づく vedolizumabの治療戦略 

第 108 回日本消化器病学

会総会 

東京 

 

2022年 4 月 22 日 

池ノ内真衣子、藤平雄太郎、志水和麻 、八

木聡一、賀来宏司、佐藤寿行、河合幹夫、上

小鶴孝二、横山陽子、渡辺憲治 

HBVキャリアで生物学的製剤中に妊娠・

出産を経験したクローン病の 1 例 

第 108 回日本消化器病学

会総会 

東京 

 

2022年 4 月 22 日 

岡本隆一 炎症性腸疾患に対する再生医療 第 22回日本再生医療学

会総会 

国立京都国

際会館_京都

府 

2023年 03月 23 日 

竹中健人,河本亜美,日比谷秀爾,大塚和朗,

岡本隆一 

クローン病の Transmuralremission は

Endoscopicremission より高い治療目

標となるか 

第 115 回日本消化器内視

鏡学会関東支部例会 

シェーンバ

ッハ・サボ

ー_東京 

2022年 12月 10 日 

河本亜美,竹中健人,日比谷秀爾,藤井俊光,

齊藤詠子,清水寛路,本林麻衣子,長堀正和,

大塚和朗,渡辺守,岡本隆一 

クローン病の小腸病変モニタリングに

おける新規バイオマーカーの有効性 

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

梅田サウス

ホール_大阪

府 

2022年 11月 26 日 

清水寛路,青沼優子,河本亜美,日比谷秀爾,

竹中健人,藤井俊光,齊藤詠子,長堀正和,大

塚和朗,岡本隆一 

当院における潰瘍性大腸炎に対するフ

ィルゴチニブの治療成績 

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

梅田サウス

ホール_大阪

府 

2022年 11月 26 日 

宇田川祐実,藤井俊光,日比谷秀爾,清水寛

路,竹中健人,河本亜美,齊藤詠子,長堀正

和,大塚和朗,岡本隆一 

炎症性腸疾患が患者の労働生産性に与

える影響についての検討 

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

梅田サウス

ホール_大阪

府 

2022年 11月 26 日 

青沼優子.清水寛路,河本亜美,日比谷秀爾,

竹中健人,藤井俊光,齊藤詠子,長堀正和,大

塚和朗,岡本隆一 

難治性潰瘍性大腸炎治療におけるトフ

ァシチニブの長期使用成績 

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

梅田サウス

ホール_大阪

府 

2022年 11月 25 日 

藤原俊,日比谷秀爾,前屋舗千明,藤井俊光,

宇田川祐実,河本亜美,竹中健人,清水寛路,

齊藤詠子,長堀正和,大塚和朗,岡本隆一 

潰瘍性大腸炎の急性重症例にに対する

ustekinumab の有効性 

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

梅田サウス

ホール_大阪

府 

2022年 11月 25 日 

河本亜美,竹中健人,岡本隆一 クローン病の小腸病変モニタリングに

おけるバイオマーカーの比較 

JDDW2022 福岡国際会

議場_福岡 

2022年 10月 29 日 
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日比谷秀爾,大塚和朗,岡本隆一 クローン病の小腸病変部狭窄・吻合部

狭窄に対する内視鏡的拡張術の効果の

比較

JDDW2022 福岡国際会

議場_福岡 

2022年 10月 28 日 

齊藤詠子,藤井俊光,大塚和朗,岡本隆一 Infliximabfailure 難治性潰瘍性大腸

炎の病態の後継治療への影響 

JDDW2022(消化器病学会) 福岡国際会

議場_福岡 

2022年 10月 28 日 

岡本隆一 【特別講演】炎症性腸疾患と再生医療 IBDFrontierMeeting2022 Web開催 2022年 10月 21 日 

岡本隆一 炎症性腸疾患と再生医療 消化管疾患研究会 in 札

幌 2022 

ホテルニュ

ーオータニ

イン札幌

2022年 07月 22 日 

森川亮,米本有輝,根本泰宏,永石宇司,大島

茂,岡本隆一,渡辺守 

腸管上皮細胞間リンパ球は CD103/E-

cadherin を介した細胞間接触により腸

管腫瘍を抑制する 

第 58回日本消化器免疫

学会総会 

京都ホテル

オーク_京都

府

2022年 07月 03 日 

岡本隆一 消化器再生研究・医療_講演３「オル

ガノイド」 

第 3 回再生医療セミナー Web開催 2022年 07月 02 日 

RyuichiOkamoto ScientificSession9:AdvancesinRegen

erativeMedicine_Chairperson 

AOCC2022 Web開催 2022年 06月 22 日 

高橋純一 ヒト iPS細胞由来腸オルガノイドの革

新的浮遊培養法

第 108 回日本消化器病学

会総会 

京王プラザ

ホテル_新宿

区

2022年 04月 23 日 

森川亮、根本泰宏、岡本隆一 腸上皮間リンパ球は CD103/E-cadherin

シグナルを介して上皮細胞を監視し，

腫瘍細胞を排除する

第 108 回日本消化器病学

会総会 

京王プラザ

ホテル_新宿

区

2022年 04月 22 日 

日比谷秀爾,大塚和朗,岡本隆一 クローン病の内視鏡的小腸狭窄拡張術

における粘膜治癒の意義

第 108 回日本消化器病学

会総会 

京王プラザ

ホテル_新宿

区

2022年 04月 21 日 

RyuichiOkamoto Regenerativemedicineandmucosalimmu

nologyforIBD 

The1stInternationalSym

posiumofClinicalImmuno

logy 

FukuokaJapn 2022年 04月 03 日 

KiichiroTsuchiya,MasakazuNagahori,Ryoi

chiHanazawa,SeijiSasaki,HiroyukiSato,A

kihiroHirakawa,TatsuhikoAnzai,Kunihiko

Takahashi,YutoKobayashi,ShujiHibiya,Ke

ntoTakenaka,MamoruWatanabe 

Serialdailyrecordingofpatient-

reportedoutcomes(PRO2)mightpredict

treatmentchangeinthepatientswithUl

cerativeColitis. 

ECCO’

23CopenhagenCongress 

Copenhagen 2023年 3 月 3日 

土屋輝一郎、長堀正和、花澤遼一、佐々木

誠治、佐藤宏征、平川晃弘、安齋達彦、高

橋邦彦、日比谷秀爾、竹中健人、渡辺守 

アプリを用いた患者報告アウトカム

PRO2 連日記録の臨床的意義

第 13回日本炎症性腸疾

患学会学術集会 

大阪 2022年 11月 25 日 
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